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は
じ
め
に

　

江
の
島
は
、
天
川
・
嚴
島
・
竹
生
島
・
金
華
山
等
と
竝
び
辯
才
天
の

靈
場
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
そ
の
由
緖
を
說
く
緣
起
は
、
大
き

く
眞
名
本
・
假
名
本
の
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る（

１
）が

、
い
ず
れ
に
お
い
て

も
江
の
島
の
成
立
は
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

深
澤
の
湖
に
五
頭
の
惡
龍
が
棲
み
、
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
。
あ

る
時
辯
才
天
が
諸
天
善
神
を
伴
っ
て
出
現
し
、
島
を
造
っ
て
降
り

立
つ
。
惡
龍
は
辯
才
天
を
見
て
懸
想
す
る
も
拒
ま
れ
、
惡
心
を
止

め
て
殺
生
を
斷
つ
こ
と
を
誓
う
。
辯
才
天
は
龍
を
受
け
入
れ
、
龍

は
そ
の
後
龍
口
山
、
す
な
わ
ち
子
死
方
明
神
に
な
る
。

　

惡
龍
を
佛
・
菩
薩
・
神
や
高
僧
が
退
治
あ
る
い
は
敎
化
す
る
と
い
う

話
は
、
經
典
や
地
誌
・
說
話
集
・
緣
起
に
數
多
く
存
在
す
る
。
恐
る
べ

き
存
在
で
あ
る
惡
龍
に
勝
利
す
る
物
語
は
、
佛
・
菩
薩
・
神
乁
び
僧
侶

の
力
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
役
割
を
持
つ
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
多

く
は
、
法
を
說
い
て
惡
心
を
止
め
三
寶
に
歸
依
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
神

通
力
に
よ
っ
て
惡
龍
を
降
伏
さ
せ
る
と
い
っ
た
物
語
で
あ
る
。
女
神
が

惡
龍
か
ら
の
懸
想
を
緣
と
し
て
敎
化
す
る
と
い
う
江
島
緣
起
の
話
は
、

他
の
惡
龍
調
伏
譚
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
と
い
え

る
。
こ
の
話
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
ま
た
、
い
か
な
る
資

料
に
據
っ
て
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

小
稿
は
、
中
世
日
本
に
お
け
る
辯
才
天
信
仰
の
一
端
と
し
て
、
江
島

緣
起
に
お
け
る
辯
才
天
の
惡
龍
敎
化
譚
が
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

か
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
ず
、
眞
名
本
『
江
島
緣
起
』

　
　
　

辯
才
天
の
惡
龍
敎
化
と
龍
口
明
神

　
　
　
　
　

―
江
島
緣
起
說
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

―

田　

中　

亞　

美
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に
據
っ
て
、
そ
の
槪
略
を
示
す
。
次
い
で
、
他
の
惡
龍
敎
化
・
調
伏
譚

と
の
比
較
か
ら
、
江
島
緣
起
の
獨
自
性
を
改
め
て
確
認
す
る
。
さ
ら

に
、
女
身
に
よ
る
敎
化
と
い
う
、
江
島
緣
起
と
共
通
の
構
造
を
有
す
る

觀
音
の
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚
を
取
り
上
げ
、
江
島
緣
起
へ
の
影
響
を
考

察
し
た
い
。一　

江
島
緣
起
の
槪
略

　

こ
こ
で
は
、
江
島
緣
起
諸
本
の
中
で
も
、
內
容
が
よ
く
整
い
、
か
つ

成
立
が
比
較
的
古
い
、
江
島
神
社
所
藏
の
眞
名
本
『
江
島
緣
起
』
に
卽

し
て
、
緣
起
の
梗
槪
を

略
に
示
す（

２
）。

鎌
倉
郡
と
海
月
（
久
良
岐
）
郡
の
境
に
深
澤
と
い
う
湖
が
あ
り
、

一
身
五
頭
の
龍
が
棲
ん
で
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
。
欽
明
天
皇
十

三
年
（
五
五
二
）、
辯
才
天
が
現
れ
て
、
海
上
に
島
を
出
現
さ
せ

る
。
五
頭
龍
は
辯
才
天
に
懸
想
す
る
も
拒
ま
れ
、
殺
生
を
止
め
る

こ
と
を
誓
う
。
す
る
と
辯
才
天
は
五
頭
龍
を
受
け
入
れ
、
龍
は
南

を
向
い
て
龍
口
山
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
子
死
方
（
龍
口
）
明
神
と

い
い
、
辯
才
天
を
江
の
島
明
神
と
い
う
。
そ
の
後
、
役
行
者
・
泰

澄
・
衟
智
・
空
海
・
圓
仁
・
安
然（

３
）が
そ
れ
ぞ
れ
江
の
島
を
訪
れ
、

辯
才
天
を
拜
す
る
。
泰
澄
は
、
龍
口
山
に
も
每
日
參
詣
し
て
法
樂

を
行
う
。
す
る
と
龍
口
明
神
が
現
れ
、
國
土
に
反
逆
者
が
あ
れ
ば

そ
の
首
を
神
前
に
懸
け
る
よ
う
吿
げ
る
。
ま
た
衟
智
は
、
⻝
物
を

供
え
に
く
る
天
女
の
住
處
を
知
ろ
う
と
し
て
、
籘
の
絲
を
つ
け
た

針
を
天
女
の
裳
裾
に
刺
す
。
絲
を
辿
る
と
、
天
女
は
江
の
島
の
龍

窟
に
住
む
龍
で
あ
っ
た
。
怒
っ
た
龍
は
、
以
後
江
の
島
に
籘
を
生

や
さ
ず
、
僧
を
住
ま
わ
せ
な
い
と
誓
う（
４
）。

永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）

に
、
延
曆
寺
の
皇
慶
が
古
記
を
披
い
て
こ
の
緣
起
を
撰
述
し
た
こ

と
を
語
り
、
以
後
の
相
承
を
記
す
。

　

江
の
島
の
成
立
お
よ
び
辯
才
天
の
惡
龍
敎
化
譚
の
部
分
は
、
ど
の
よ

う
な
素
材
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二　
『
江
島
緣
起
』
の
辯
才
天
惡
龍
敎
化
譚

　

二
︱
一　

緣
起
本
文

　

ま
ず
、
眞
名
本
『
江
島
緣
起
』
か
ら
、
冐
頭
に
あ
た
る
、
江
の
島
の

誕
生
と
辯
才
天
の
惡
龍
敎
化
譚
の
部
分
を
揭
げ
る
。

①
眞
名
本
『
江
島
緣
起
』

大
日
本
國
東
海
衟
相
模
國
江
島
者
、
天
龍
八
部
之
所
レ
造
、
辯
才

天
女
之
靈
體
也
。
謹
撿
二
靈
島
先
起
一
者
、
房
・
藏
・
相
三
箇
國
之

境
、
鎌
倉
與
二
海
月
郡
一
之
閒
、
有
二
四
十
里
之
湖
水
一。
號
二
深
澤
一。

其
湖
水
爲
レ
體
、
水
滔
々
四
山
逆
レ
影
、
雲
霧
鎭
埋
レ
谿
、
豺
狼
滿

レ
岡
。
若
人
到
時
者
、
黑
風
拂
レ
梢
、
白
浪
咽
レ
岸
、
而
閒
人
蹟
更
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絶
二
湖
邊
一。
爰
有
二
猛
惡
之
龍
一。
卽
五
頭
一
身
之
龍
王
也
。
屢
卜
二

湖
水
一
爲
レ
栖
。
自
二
神
武
天
皇
御
宇
一
至
二
于
人
王
十
一
代
垂
仁

天
皇
之
御
宇
一
七
百
餘
年
之
閒
、
彼
惡
龍
伴
二
風
伯
・
鬼
魅
・
山
神

等
一
逕
二
國
土
一
爲
二
災
害
一。
所
謂
崩
レ
山
出
二
洪
水
一、
損
レ
物
成
二
病

痾
亂
逆
一。
第
十
二
代
景
行
天
皇
治
六
十
年
之
閒
、
惡
龍
於
二
東
國

一
常
降
二
火
雨
一。
依
レ
之
國
民
以
二
石
窟
一
爲
二
人
屋
一。
二
十
一
代
安

康
天
皇
御
宇
、
龍
鬼
託
二
圓
大
臣
一
令
レ
成
二
惡
事
一。
廿
六
代
武
烈

天
皇
之
御
宇
、
龍
鬼
託
二
金
村
大
臣
一
令
レ
成
二
亂
逆
一。
此
時
五
頭

龍
初
出
二
現
湖
水
之
南
山
之
谷
津
村
水
門
一、
初
噉
二
⻝
人
兒
一。
仍

時
人
此
所
名
二
初
噉
澤
一。
西
岳
號
二
江
野
一。
此
澤
者
湖
水
之
水
門
、

南
海
之
入
江
也
。
谷
前
有
二
女
長
者
一。
生
二
十
六
人
之
子
一、
爲
二
毒

龍
一
被
二
噉
⻝
一
乎
。
於
レ
茲
長
者
咽
二
愁
苦
之
思
一、
辭
二
舊
宅
一
遷
二

住
西
里
一。
名
二
長
者
塚
一。
惡
龍
漸
遍
二
村
里
一
呑
二
喰
人
兒
一
之
閒
、

邑
里
之
人
民
怖
畏
舍
二
離
住
所
一、
移
二
越
他
所
一。
世
人
此
所
云
二
子

死
越
一。
龍
噉
レ
人
旣
乁
二
八
箇
國
一。
被
レ
呑
レ

者
子
悲
、
被
レ
呑
レ

子
者

悲
、
村
南
村
北
哭
聲
不
レ
絶
。
兒
別
レ
母
、
夫
別
レ
妻
。
爰

八
箇
國
之
貴
賤
衆
人
相
儀
〔
議
〕、
以
レ
兒
週
二
備
毒
龍
之
贄
一。
凡

貴
賤
男
女
啼
哭
之
聲
不
二
斷
絶
。
於
レ
茲
人
王
三
十
代
欽
明
天
皇
第

十
三
年
壬
申
自
二
四
月
十
二
日
戌
剋
一、
至
二
同
廿
三
日
辰
剋
一、
當
二

江
野
之
南
海
一、
湖
水
之
水
門
、
雲
霞
暗
二
蔽
海
上
一。
日
夜
大
地
振

動
、
天
女
雲
上
顯
現
、
童
子
左
右
侍
立
。
諸
天
・
龍
神
・
水
火
雷

電
・
山
神
・
鬼
魅
・
夜
叉
・
羅
刹
、
從
二
雲
上
一
降
二
盤
石
一、
自
二

海
底
一
擧
二
沙
石
一、
電
光
耀
レ
天
、
火
焰
交
二
雜
白
浪
一。
同
廿
三
日

乁
二
辰
剋
一
雲
レ
去
霞
レ
散
。
見
二
海
上
一
顯
二
出
島
山
一、
蒼
波
之
閒
一

神
現
山
新
也
。
十
二
鵜
降
居
二
島
上
一。
依
レ
之
忽
云
二
鵜
來
島
一。
々

上
天
女
降
、
形
貌
殊
妙
燿
二
麗
質
於
金
窟
一。
是
卽
辯
才
天
女
之
應

作
、
無
熱
池
龍
王
之
第
三
之
娘
也
。
於
レ
茲
五
頭
龍
見
二
是
天
女

之
麗
質
一、
爲
レ
通
二
志
於
天
女
一、
凌
レ
波
渡
レ
島
到
二
天
女
所
一レ
卜
欲

念
。
天
女
答
云
、
我
有
二
本
誓
一、
愍
二
念
有
情
一。
汝
無
二
慚
愧
一、
橫

二
害
於
生
命
一。
形
與
レ
心
共
我
不
二
相
似
一、
更
不
レ
可
レ
通
。
龍
言
、

我
隨
二
敎
命
一、
自
二
今
後
一
永
停
二
凶
害
心
一、
禁
二
斷
殺
生
一。
願
垂
二

哀
愍
一、
令
二
我
得
一レ
遂
二
宿
念
一。
于
レ
時
天
女
肯
。
爰
龍
隨
二
順
天
女

敎
誡
一、
發
レ
誓
向
レ
南
成
レ
山
。
世
人
是
名
二
龍
口
山
一、
又
號
二
子
死

方
明
神
一。
辯
才
天
先
以
二
方
便
之
力
一
爲
下
降
二
伏
龍
之
猛
惡
一、
救

中
護
衆
生
上
故
、
所
化
作
レ
島
也
。
垂
二
權
迹
一
天
女
也
。
是
號
二

江
島
明
神
一。

　

緣
起
で
は
ま
ず
、
五
頭
の
惡
龍
が
人
々
を
苦
し
め
る
樣
を
語
る
。
鎌

倉
郡
・
久
良
岐
郡
の
閒
に
は
深
澤
と
い
う
湖
が
あ
り
、
五
頭
一
身
の
惡

龍
が
棲
ん
で
い
た
。
惡
龍
は
風
伯
・
鬼
魅
・
山
神
等
を
率
い
、
國
土
に

災
害
を
起
こ
す
。
ま
た
火
の
雨
を
降
ら
せ
た
り
、
人
に
取
り
憑
い
て
惡
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事
を
行
わ
せ
た
。
さ
ら
に
惡
龍
は
人
の
子
を
⻝
ら
う
よ
う
に
な
り
、
被

害
は
八
箇
國
に
乁
ん
だ
。
仕
方
な
く
生
贄
を
出
す
に
至
り
、
人
々
の
苦

惱
は
大
變
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
と
う
と
う
、
欽
明
天
皇
十
三
年（

５
）

の
四
月
十
二
日
、
大
地
が
震
動
す
る
と
と
も
に
「
辯
才
天
女
の
應
作
」

で
あ
る
天
女
が
雲
上
に
現
れ
、
諸
天
・
龍
神
そ
の
他
の
眷
屬
が
島
を
造

る
。
島
が
出
來
上
が
る
と
、
そ
こ
に
天
女
が
降
り
立
つ
。
惡
龍
は
天
女

の
姿
に
愛
欲
を
抱
き
求
婚
す
る
が
、
天
女
は
、
自
ら
は
本
誓
を
持
っ
て

衆
生
を
憐
れ
む
も
の
で
あ
り
、
衆
生
を
害
す
る
龍
と
は
姿
も
心
も
異
な

る
と
し
て
拒
絶
す
る
。
そ
こ
で
龍
が
、
惡
心
を
止
め
殺
生
を
斷
つ
こ
と

を
誓
っ
た
と
こ
ろ
、
天
女
は
龍
を
受
け
入
れ
、
敎
え
に
順
っ
た
龍
は
や

が
て
龍
口
山
の
神
と
な
る
。
辯
才
天
は
「
方
便
の
力
」
を
も
っ
て
惡
龍

を
降
伏
し
た
と
い
う
。

　

江
島
緣
起
の
惡
龍
敎
化
譚
は
、
女
性
で
あ
る
辯
才
天
が
、
惡
龍
の
愛

欲
を
緣
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
佛
衟
に
導
き
、
善
神
へ
と
轉

換
さ
せ
る
話
と
い
え
る
。

　

二
︱
二　

江
島
緣
起
と
天
川
緣
起

　

江
島
緣
起
に
お
け
る
惡
龍
敎
化
譚
の
構
造
に
つ
い
て
、
田
中
貴
子
に

よ
る
註
目
す
べ
き
指
摘
が
あ
る
。『
溪
嵐
拾
葉
集
』
卷
三
十
七
「
辯
財

天
緣
起
」
に
は
、
天
川
・
嚴
島
・
竹
生
島
・
江
の
島
の
緣
起（

６
）と

、
こ
の

四
箇
所
に
箕
面
・
脊
振
山
を
加
え
て
六
所
辯
才
天
と
稱
す
る
こ
と
な

ど
、
辯
才
天
に
關
す
る
諸
說
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。
田
中
は
、
そ
の
う

ち
江
島
緣
起
と
天
川
緣
起
に
つ
い
て
、「
惡
龍
（
障
礙
神
）
を
女
身
の
力

を
以
て
慰
撫
し
、
法
の
衟
へ
導
く
と
い
う
說
話
」
で
あ
り
、「
吉
祥
天

女
感
應
譚
と
構
圖
を
一
に
す
る
」
も
の
だ
と
い
う（

７
）。

二
つ
の
緣
起
が
構

圖
を
同
じ
く
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
共
通
す
る
祖
型
の
存
在
を
想
定
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
以
下
に
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
お
け
る
天

川
・
江
の
島
の
緣
起
を
以
下
に
提
示
し
、
比
較
し
て
み
た
い
。

②
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
卷
三
十
七
（
大
正
藏
七
六
︱
六
二
五
上
）

一
、
紀
州
天
川
緣
起
事　

相
傳
云
、
紀
州
天
川
者
、
昔
湖
水
大
海

也
。
此
地
善
惡
有
二
二
龍
一。
此
惡
龍
惱
二
害
萬
民
一。
爰
ニ
大
汝
・
小

汝
二
神
發
二
慈
悲
一
降
伏
惡
龍
ヲ
之
時
、
彼
惡
龍
出
現
而
吐
二
毒
氣
一。

此
時
大
汝
迷
亂
シ
テ
絶
入
ス
。
菩
薩
小
汝
以
二
八
目
矢
一
惡
龍
口
中
ニ

射
入
ル
。
其
時
此
惡
龍
被
二
降
伏
一
破
レ
湖
入
二
大
海
一
畢
。
其
爲
レ
體

卷
二
湖
水
一
昇
二
虛
空
一。
其
水
濕
堅
而
成
二
大
岡
一。
今
天
川
是
也
。

其
時
善
龍
者
卽
是
大
辯
財
天
女
是
也
。
夫
ハ
德
善
大
王
是
也
。
又

以
二
箕
面
辯
財
天
一
一
體
也
。
所
レ
生
王
子
十
五
人
也
。
亦
是
十
五

童
子
是
也
［
已
上
］。
又
云
、
大
汝
者
辯
財
天
第
一
ノ
王
子
也
。
小

汝
者
第
二
ノ
王
子
也
。
仍
此
二
神
者
兄
弟
也
［
云
云
］。
又
云
、
大

汝
者
日
吉
大
宮
權
現
也
。
卽
釋
迦
垂
迹
也
。
小
汝
者
春
日
大
明
神
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是
也
。
卽
藥
師
如
來
ノ
垂
迹
。
第
三
王
子
者
熊
野
權
現
是
也
。
卽

阿
彌
陀
如
來
ノ
垂
迹
也
［
云
云
］（
中
略
）

一
、
江
島
緣
起
事　

相
州
江
島
ト
云
所
ニ
有
二
長
者
一、
十
六
人
ノ
子

ヲ
生
リ
。
彼
所
又
深
澤
ト
テ
四
十
里
ノ
池
ア
リ
。
其
深
コ
ト
⺇
千
萬
尋
ト
云

事
ヲ
不
レ
知
。
彼
池
ニ
有
二
五
頭
龍
一、
其
長
二
十
丈
。
江
野
長
者
ノ
子

ヲ
年
喫
閒
ニ
後
ニ
ハ
造
レ
棚
ヲ
懸
レ
贄
ニ
。
父
母
コ
レ
ヲ
見
テ
悲
事
ハ
、
村

南
村
北
ニ
哭
聲
犹
勝
レ
百
千
萬
行
ノ
淚
袖
ヲ
朽
タ
リ
。
是
ヲ
辯
財
天
影
向

ノ
御
覽
ス
ル
ニ
、
哀
傷
無
レ
限
。
爰
ニ
五
頭
天
女
ヲ
奉
テ

レ
見
繫
念
。
其

時
ニ
辯
財
不
レ
受
［
云
云
］
其
時
五
頭
龍
成
レ
嗔
、
吾
信
倍
ス
爲
二
衆

生
一
生
レ
害
。
爲
二
天
下
一
可
レ
怨
タ
ナ
ル
申
。
其
時
ニ
天
女
我
云
フ
マ
マ

ニ
止
二
毒
害
ヲ

一、
爲
二
萬
民
一
成
二
守
護
一。
此
所
ニ
垂
ン
ト

レ
迹
ヲ
敕
。
長

者
ハ
彼
所
ヲ
恨
テ
、
行
迹
ナ
レ
ハ
ト
テ
子
死
越
ト
云
。
サ
テ
天
女
ハ
天
龍

八
部
・
四
大
天
王
等
ヲ
語
テ
、
從
レ
天
下
レ
雨
、
從
ハ

レ
地
上
シ

レ
沙
ヲ
、

力
士
ハ
抛
レ
石
、
夜
叉
ハ
運
レ
土
ヲ
、
一
夜
ノ
中
、
土
ヲ
架
上
テ
號
ス

レ

島
。
號
最
初
ニ
鸕
鷀
來
居
セ
シ
閒
、
初
ニ
名
ク

二
鸕
來
島
一。
後
ニ
ハ
江
野
ノ

南
島
ナ
レ
ハ
ト
テ
江
島
ト
號
ス
。（
中
略
）
サ
テ
五
頭
龍
ハ
成
二
盤
石
ト

一、

江
島
ヲ
守
テ
南
向
テ
住
給
リ
。
今
ノ
龍
口
山
ノ
大
明
神
是
也
。
彼
大
明

神
ノ
誓
願
ニ
云
。
暴
虐
ノ
族
ヲ
我
前
ニ
頸
ヲ
切
テ
贄
ニ
可
レ
懸
。
雖
レ
至
二
于

未
來
際
ニ

一
此
願
不
レ
空
［
云
云
］。
然
閒
鎌
倉
ノ
謀
叛
殺
害
人
夜
誅

强
盜
山
賊
海
賊
等
、彼
明
神
ノ
御
寶
前
ニ
テ
切
ル

レ
之
。
昔
ノ
好
ト
覺
リ
。

彼
大
明
神
ノ
體
ハ
束
帶
著
テ
衣
冠
タ
タ
シ
キ
人
也
［
云
云
］。
已
上

取
意
文
也
。
江
島
ノ
緣
起
ハ
相
州
大
山
寺
ニ
在
レ
之
。
可
レ
尋
レ
之［
云

云
］。

　
「
紀
州
天
川
緣
起
事
」
は
、要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

天
川
に
は
昔
大
き
な
湖
が
あ
っ
て
、
善
惡
の
二
龍
が
棲
み
、
惡
龍

は
人
々
を
惱
ま
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
大
汝
・
小
汝
の
二
神
が
慈
悲

の
心
を
發
し
て
惡
龍
を
調
伏
し
よ
う
と
す
る
も
、
龍
の
吐
く
毒
氣

に
よ
り
大
汝
は
倒
れ
て
し
ま
う
。
小
汝
が
射
た
八
目
の
矢
が
口
に

入
り
、
惡
龍
は
倒
れ
る
。
そ
の
と
き
に
卷
き
上
が
っ
た
湖
水
が
丘

と
な
り
、
そ
れ
が
今
の
天
川
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
善
龍
は
大
辯

財
天
女
で
あ
り
、
夫
は
德
善
大
王
で
あ
る
。
ま
た
箕
面
の
辯
財
天

と
一
體
で
あ
る
。
王
子
十
五
人
を
な
し
、
こ
れ
が
十
五
童
子
で
あ

る
。
ま
た
、
大
汝
は
辯
財
天
の
第
一
の
王
子
、
小
汝
は
第
二
の
王

子
で
あ
る
。
大
汝
は
日
吉
大
宮
權
現
で
釋
迦
の
垂
迹
、
小
汝
は
春

日
大
明
神
で
藥
師
の
垂
迹
、
第
三
の
王
子
は
熊
野
權
現
で
阿
彌
陀

の
垂
迹
で
あ
る
。

　
「
江
島
緣
起
事
」
に
お
け
る
辯
才
天
の
惡
龍
敎
化
譚
は
、
先
揭
の
眞

名
本
『
江
島
緣
起
』
の
も
の
と
お
お
よ
そ
重
な
る
た
め
、
槪
要
は
省
略

す
る
。
こ
こ
で
、
二
つ
の
緣
起
に
お
け
る
辯
才
天
の
役
割
を
比
較
し
て

み
よ
う
。
江
島
緣
起
に
お
い
て
、
辯
才
天
は
ま
さ
に
、
田
中
貴
子
の
指
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摘
す
る
よ
う
な
、
女
身
に
よ
る
敎
化
の
役
割
を
自
ら
果
た
す
。
對
し
て

天
川
緣
起
で
は
、
惡
龍
を
調
伏
す
る
の
は
大
汝
・
小
汝
の
兄
弟
で
あ

る
。
辯
才
天
＝
善
龍
は
、
彼
ら
の
母
で
あ
る
と
い
う
點
で
「
女
身
の

力
」
を
發
揮
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
江
島
緣
起
の
よ
う
に
直
接
的
な

も
の
で
は
な
い
。
愛
欲
を
女
天
が
自
ら
の
身
で
受
け
止
め
、
佛
衟
へ
促

す
と
い
う
點
で
、
江
島
緣
起
は
吉
祥
天
女
感
應
譚
と
重
な
る
。
し
か
し

天
川
緣
起
は
、
こ
の
構
圖
を
持
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
田
中
の

指
摘
は
、「
女
身
の
力
」
を
廣
義
に
捉
え
る
な
ら
ば
妥
當
な
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
天
川
・
江
島
の
緣
起
に
お
け
る
辯
才
天
の
役
割
を
、
吉

祥
天
女
感
應
譚
と
共
通
の
構
造
を
持
つ
も
の
と
し
て
同
列
に
語
っ
て
し

ま
う
の
は
、
や
や
性
急
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

で
は
、
女
身
に
よ
る
惡
龍
の
敎
化
と
い
う
江
島
緣
起
の
モ
チ
ー
フ

は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
吉
祥
天
女
感
應
譚

も
、
原
型
の
一
つ
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
江
島
緣
起
に
お
い

て
敎
化
さ
れ
る
の
は
、
災
害
を
起
こ
し
衆
生
を
苦
し
め
る
惡
龍
で
あ
っ

て
、
煩
惱
が
あ
る
と
は
い
え
、
元
來
吉
祥
天
を
信
仰
し
て
い
た
人
閒

が
、
吉
祥
天
の
憐
憫
を
受
け
る
吉
祥
天
女
感
應
譚
と
は
、
樣
相
が
少
々

異
な
る
。
江
島
緣
起
の
形
成
基
盤
に
は
、
吉
祥
天
女
感
應
譚
だ
け
で
は

な
く
、
別
の
要
素
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三　

惡
龍
の
敎
化
・
調
伏
說
話

　

佛
典
に
お
け
る
惡
龍
調
伏
譚
の
中
に
、
江
島
緣
起
の
祖
型
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
惡
龍
の
敎
化
お
よ
び
調
伏
の
物
語
が
ど

の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
か
確
認
す
る
た
め
、
次
に
い
く
つ
か
の
例

を
擧
げ
て
み
た
い（

８
）。

な
お
紙
幅
の
都
合
上
、
原
則
と
し
て
惡
龍
敎
化
の

部
分
の
み
を
引
用
し
、
前
後
の
文
脉
は
そ
れ
ぞ
れ
の
後
に
補
う
。

　

例
え
ば
、
支
謙
譯
『
菩
薩
本
行
經
』
に
は
、
も
と
人
閒
で
あ
っ
た
惡

龍
が
調
伏
さ
れ
る
說
話
が
見
え
る
。

④
『
菩
薩
本
行
經
』（
大
正
藏
三
︱
一
一
六
上
）

爾
時
世
尊
明
日
晨
朝
、
著
レ
衣
持
レ
鉢
入
レ
城
乞
レ
⻝
、
詣
二
於
龍
泉

一
⻝
訖
洗
レ
鉢
。
洗
鉢
之
水
澍
二
於
泉
中
一、
龍
大
瞋
恚
卽
便
出
レ
水
、

吐
二
於
毒
氣
一
吐
レ
火
向
佛
。
佛
身
出
レ
水
滅
レ
之
。
復
雨
二
大
雹
一
在

於
二
虛
空
一
化
二
成
天
花
一、
復
雨
二
大
石
一
化
二
成
琦
餝
一、
復
雨
二
刀
劍

一
化
二
成
七
寶
一。
化
現
二
羅
刹
一、
佛
復
化
二
現
毘
沙
門
王
一、
羅
刹
便

滅
。
龍
復
化
三
作
大
𧰼
鼻
捉
二
利
劍
一、
佛
卽
化
二
作
大
師
子
王
一、
𧰼

便
滅
去
。
适
作
二
龍
像
一、
佛
復
化
二
作
金
翅
鳥
王
一。
龍
便
突
走
、
盡

二
其
神
力
一
不
レ
能
レ
害
レ
佛
、
突
二
入
泉
中
一。
密
迹
力
士
擧
二
金
剛
杵

一
打
レ
山
、
山
壞
半
墮
二
泉
中
一。
欲
二
走
來
出
一、
佛
化
二
泉
水
一
盡
成
二

大
火
一。
急
欲
二
突
走
一。
於
レ
是
世
尊
踏
二
龍
頂
上
一、
龍
不
レ
得
レ
去
。
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龍
乃
降
伏
、
長
跪
白
レ
佛
言
、
世
尊
、
今
日
特
見
二
苦
酷
一。
佛
吿
レ

龍
曰
、
何
以
懷
レ
惡
苦
二
惱
衆
生
一。
龍
便
頭
面
作
レ
禮
稽
二
首
佛
足
一、

長
跪
白
レ
佛
言
、
願
見
二
放
舍
一。
世
尊
所
レ
敕
我
當
二
奉
受
一。
佛
吿
レ

龍
曰
、
當
下
受
二
五
戒
一
爲
中
優
婆
塞
上。
龍
乁
妻
子
盡
受
二
五
戒
一
爲
二

優
婆
塞
一。

〈
雹
や
霜
を
起
こ
し
て
い
た
酸
陀
梨
龍
を
呪
術
に
よ
り
制
し
、
豐

穰
を
も
た
ら
し
て
い
た
婆
羅
門
で
あ
っ
た
が
、
佛
が
國
に
來
て
か

ら
と
い
う
も
の
龍
や
鬼
神
の
害
が
な
く
な
り
、
人
々
か
ら
輕
ん
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
怒
っ
た
婆
羅
門
は
死
し
て
阿
波
羅
利
龍
と

な
り
、
酸
陀
梨
龍
を
殺
し
、
代
わ
っ
て
自
ら
五
穀
を
害
す
る
。
そ

こ
に
阿
闍
世
王
の
請
願
を
受
け
た
佛
が
訪
れ
、
金
剛
力
士
と
共
に

龍
を
調
伏
し
、
戒
を
授
け
て
優
婆
塞
と
す
る（

９
）。〉

　

ま
た
、
佛
傳
の
一
場
面
と
し
て
、『
增
一
阿
含
經
』『
太
子
瑞
應
本
起

經
』『
普
曜
經
』『
佛
本
行
集
經
』
な
ど
多
く
の
經
典
に
記
さ
れ
る
火
神

堂
の
龍
も
、
調
伏
・
敎
化
さ
れ
る
龍
の
代
表
的
な
例
と
い
え
る
。
こ
こ

で
は
支
謙
譯
『
太
子
瑞
應
本
起
經
』
か
ら
該
當
箇
所
を
揭
げ
る
。

⑤
『
太
子
瑞
應
本
起
經
』
卷
下
（
大
正
藏
三
︱
四
八
〇
下
）

佛
卽
澡
洗
前
入
二
火
室
一、
持
二
草
布
地
一、
适
坐
須
臾
、
毒
龍
瞋
恚
、

身
中
出
レ
烟
。
佛
亦
現
レ
神
、
身
中
出
レ
烟
。
龍
大
忿
怒
、
身
皆
火

出
。
於
レ
是
倶
盛
、
石
室
盡
燃
。
其
炎
烟
出
、
如
二
失
火
狀
一。
迦
葉

夜
起
、
相
二
視
星
宿
一、
見
二
火
室
洞
然
一、
噫
噫
言
咄
、
是
大
沙
門
、

端
正
可
レ
惜
、
不
レ
隨
二
我
語
一、
竟
爲
二
毒
火
一
所
レ
害
。
佛
知
二
其
意
一、

於
二
其
室
內
一、
以
二
衟
神
力
一、
滅
二
龍
恚
毒
一、
降
二
伏
龍
身
一、
化
置
二

鉢
中
一。

〈
火
神
を
信
仰
し
て
い
た
優
爲
迦
葉
を
佛
が
訪
ね
、
火
神
の
堂
に

泊
め
て
ほ
し
い
と
請
う
。
優
爲
迦
葉
は
、
堂
に
は
惡
龍
が
い
る
か

ら
と
斷
る
が
、
佛
は
構
わ
ず
堂
に
入
り
、
神
通
力
を
も
っ
て
龍
を

調
伏
す
る
。
龍
は
戒
を
授
か
り
、
佛
の
鉢
の
中
に
收
ま
る
。〉

經
典
中
の
惡
龍
は
、
最
終
的
に
は
調
伏
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
の
、
樣
々

な
神
變
に
よ
っ
て
佛
と
應
酬
を
繰
り
廣
げ
る
强
大
な
存
在
と
し
て
表
現

さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
龍
の
恐
ろ
し
さ
を
强
調
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
降

伏
す
る
佛
の
威
德
を
增
す
意
圖
が
窺
え
る
。

　

次
い
で
、『
大
唐
西
域
記
』
に
收
錄
さ
れ
た
各
地
の
惡
龍
傳
承
に
着

目
し
た
い
。
具
體
的
な
場
所
の
由
緖
と
し
て
語
ら
れ
る
た
め
、
寺
社
緣

起
と
よ
く
似
た
性
質
を
持
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
具
體
的

な
敎
化
・
調
伏
の
樣
相
が
說
か
れ
る
例
を
揭
げ
る
。

　

卷
一
に
は
、
迦
畢
試
國
王
城
の
西
北
二
百
餘
里
、
大
雪
山
頂
の
池
に

棲
む
龍
の
話
が
あ
る
。

⑥
『
大
唐
西
域
記
』
卷
一
（
大
正
藏
五
一
︱
八
七
四
中
）

王
乃
歸
二
命
三
寶
一
請
二
求
加
護
一
曰
、宿
殖
二
多
福
一
得
レ
爲
二
人
王
一、
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威
懾
二
强
敵
一
統
二
贍
部
州
一。
今
爲
二
龍
畜
一
所
レ
屈
、
誠
乃
我
之
薄

福
也
。
願
諸
福
力
於
レ
今
現
前
。
卽
於
二
兩
肩
一
起
二
大
烟
焰
一、
龍

退
風
靜
霧
卷
雲
開
。
王
令
二
軍
衆
一
人
擔
二
一
石
一
用
塡
二
龍
池
一。

龍
王
還
作
二
婆
羅
門
一、
重
請
レ
王
曰
、
我
是
彼
池
龍
王
、
懼
レ
威
歸

命
。
唯
王
悲
愍
赦
二
其
前
過
一。
王
以
二
含
育
一
覆
二
燾
生
靈
一、
如
何

於
レ
我
毒
加
二
惡
害
一。
王
若
殺
レ
我
、
我
之
與
レ
王
倶
墮
二
惡
衟
一。
王

有
二
斷
命
之
罪
一、
我
懷
二
怨
讐
之
心
一。
業
報
皎
然
、
善
惡
明
矣
。
王

遂
與
レ
龍
明
設
二
要
契
一、
後
更
有
レ
犯
必
不
二
相
赦
一。
龍
曰
、
我
以
二

惡
業
一
受
レ
身
爲
レ
龍
。
龍
性
猛
惡
不
レ
能
二
自
持
一、
瞋
心
或
起
當
レ

忘
レ
所
レ
制
。
王
今
更
立
二
伽
藍
一
不
二
敢
摧
毀
一。
每
遣
二
一
人
一
候
二

望
山
嶺
一、
黑
雲
若
起
急
擊
二
揵
槌
一。
我
聞
二
其
聲
一
惡
心
當
レ
息
。

其
王
於
レ
是
更
修
二
伽
藍
一
建
二
窣
堵
波
一。
候
二
望
雲
氣
一
於
レ
今
不
レ

絶
。

〈
師
の
阿
羅
漢
に
伴
っ
て
龍
王
の
供
養
を
受
け
た
沙
彌
が
、
師
に

だ
け
天
の
甘
露
が
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
師
と
龍
王
に
恨

み
を
抱
き
惡
龍
と
な
る
。
惡
龍
は
龍
王
を
殺
し
、
災
害
を
も
た
ら

す
。
迦
膩
色
迦
王
は
龍
の
た
め
に
伽
藍
と
塔
を
建
て
る
も
、
龍
に

よ
り
破
壞
さ
れ
る
。
そ
こ
で
王
が
龍
の
住
處
を
破
壞
し
よ
う
と
す

る
と
、
惡
龍
が
婆
羅
門
の
姿
で
現
れ
て
說
得
し
よ
う
と
す
る
。
王

は
取
り
合
わ
ず
、
爭
い
と
な
る
。
三
寶
の
加
護
を
受
け
た
王
は
遂

に
勝
利
す
る
が
、
惡
龍
は
自
分
を
殺
せ
ば
王
は
罪
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
と
言
い
、
二
度
と
國
を
害
さ
な
い
こ
と
を
條
件
に
許
さ
れ

る
。
以
來
、
山
に
も
し
黑
雲
が
起
こ
る
時
は
鐘
を
つ
き
、
龍
の
惡

心
を
止
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。〉

人
閒
が
恨
み
の
た
め
に
龍
と
な
り
、
他
の
龍
を
殺
し
て
成
り
代
わ
る
點

で
、
④
と
共
通
す
る
。
龍
が
自
分
を
調
伏
し
な
い
よ
う
賴
ん
だ
り
、
殺

生
の
罪
を
引
き
合
い
に
出
し
て
助
命
を
求
め
る
點
が
興
味
深
い
。

　

卷
二
・
那
揭
羅
曷
國
で
は
、
佛
影
窟
に
關
す
る
傳
說
を
記
す
。

⑦
『
大
唐
西
域
記
』
卷
ニ
（
大
正
藏
五
一
︱
八
七
八
下
）

昔
如
來
在
世
之
時
、
此
龍
爲
二
牧
牛
之
士
一
供
二
王
乳
酪
一。
進
奉
失

レ
宜
旣
獲
二
譴
責
一、
心
懷
二
恚
恨
一。
卽
以
二
金
錢
一
買
レ
華
供
二
養
受
記

窣
堵
波
一、
願
下
爲
二
惡
龍
一
破
レ
國
害
上
レ
王
。
卽
趣
二
石
壁
一
投
レ
身

而
死
、
遂
居
二
此
窟
一
爲
二
大
龍
王
一。
便
欲
三
出
レ
穴
成
二
本
惡
願
一。

适
起
二
此
心
一、
如
來
已
鑑
二
愍
此
國
人
爲
レ
龍
所
一レ
害
、
運
二
神
通
力

一
自
二
中
印
度
一
至
。
龍
見
二
如
來
一
毒
心
遂
止
、
受
二
不
殺
戒
一、
願
レ

護
二
正
法
一。
因
請
二
如
來
一
常
居
二
此
窟
一、
諸
圣
弟
子
恆
受
二
我
供
一。

如
來
吿
曰
、
吾
將
下
寂
滅
爲
レ
汝
留
レ
影
、
遣
二
五
羅
漢
一
常
受
中
汝

供
上。
正
法
隱
沒
其
事
無
レ
替
。
汝
若
二
毒
心
奮
怒
一、
當
レ
觀
二
吾
留

影
一。
以
二
慈
善
一
故
毒
心
當
レ
止
。
此
賢
劫
中
當
來
世
尊
、
亦
悲
二

愍
汝
一
皆
留
二
影
像
一。
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〈
王
に
牛
乳
を
納
め
て
い
た
牛
飼
い
が
、
あ
る
時
牛
乳
の
獻
上
を

缺
い
た
こ
と
で
責
を
受
け
、
王
に
恨
み
を
抱
く
。
自
ら
惡
龍
と
な

っ
て
復
讐
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
、
佛
を
見
る
や
惡
心
を
お
さ
め

て
戒
を
受
け
る
。
龍
は
、
自
分
が
再
び
惡
心
を
起
こ
し
そ
う
に
な

っ
た
と
き
、
心
を
鎭
め
る
た
め
に
姿
を
留
め
て
ほ
し
い
と
佛
に
請

う
。
こ
れ
に
應
え
て
、
佛
は
洞
窟
の
壁
に
そ
の
姿
を
留
め
た
。〉

佛
に
よ
る
龍
の
敎
化
說
話
で
あ
る
。
龍
は
、
佛
の
姿
を
見
る
や
惡
心
を

止
め
て
い
る
た
め
、
實
際
に
は
龍
が
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
。
こ

の
話
も
ま
た
、
恨
み
を
抱
い
た
人
閒
が
化
し
た
龍
の
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、
卷
三
・
烏
仗
那
國
に
「
阿
波
邏
羅
龍
泉
」
に
ま
つ
わ
る
說
話

が
み
え
る
。

⑧
『
大
唐
西
域
記
』
卷
三
（
大
正
藏
五
一
︱
八
八
二
中
）

釋
迦
如
來
大
悲
御
レ
世
、
愍
三
此
國
人
獨
遭
二
斯
難
一、
降
神
至
レ
此

欲
レ
化
二
暴
龍
一。
執
金
剛
神
杵
擊
二
山
崖
一、
龍
王
震
懼
乃
出
歸
依
。

聞
二
佛
說
法
一
心
淨
信
悟
。
如
來
遂
制
勿
レ
損
二
農
稼
一。
龍
曰
、
凡

有
二
所
⻝
一
賴
レ
收
二
人
田
一。
今
蒙
二
圣
敎
一、
恐
難
二
濟
給
一。
願
十
二

歲
一
收
二
糧
儲
一。
如
來
含
覆
愍
而
許
焉
。
故
今
十
二
年
一
遭
二
白
水

之
災
一。

〈
殑
祇
と
い
う
人
物
が
呪
術
で
惡
龍
を
制
し
、
作
物
を
守
る
代
わ

り
に
人
々
か
ら
貢
物
を
得
て
い
た
。
年
を
經
る
う
ち
に
貢
物
が
途

絶
え
る
よ
う
に
な
り
、
怒
っ
た
殑
祇
は
自
ら
惡
龍
と
な
る
。
釋
迦

如
來
は
民
を
哀
れ
み
、
執
金
剛
神
を
率
い
て
龍
を
調
伏
す
る
。
龍

は
佛
に
歸
依
す
る
が
、
⻝
を
得
る
た
め
に
十
二
年
に
一
度
だ
け
水

害
を
起
こ
す
こ
と
を
許
さ
れ
る
。〉

こ
の
阿
波
邏
羅
龍
說
話
は
、
先
揭
④
『
菩
薩
本
行
經
』
の
阿
波
羅
利
龍

說
話
と
共
通
の
傳
承
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
『
大
唐
西
域
記
』
の
惡
龍
敎
化
・
調
伏

說
話
に
は
、
惡
龍
が
元
は
人
閒
で
、
何
ら
か
の
理
由
で
恨
み
を
抱
き
、

自
ら
願
っ
て
死
後
に
龍
と
な
る
と
い
う
共
通
點
が
あ
る
。
ま
た
『
大
唐

西
域
記
』
の
惡
龍
傳
承
は
、
本
朝
の
『
今
昔
物
語
集
』
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
卷
三
に
は
、
敎
化
さ
れ
る
龍
の
說
話
が

二
話
あ
り
、
と
も
に
『
大
唐
西
域
記
』
を
原
據
と
す
る
。
第
七
話
「
新

龍
伏
二
本
龍
一
語
」
は
先
揭
⑥
に
、
第
八
話
「
瞿
婆
羅
龍
語
」
は
⑦
に
據

る
。
他
に
惡
龍
の
話
と
し
て
は
、
卷
四
・
第
十
三
話
「
天
竺
人
於
二
海

中
一
値
二
惡
龍
一
人
依
二
比
丘
敎
一
免
レ
害
語
」
が
あ
る
。

⑨
『
今
昔
物
語
集
』
卷
四

〈
商
船
を
龍
が
沈
め
よ
う
と
す
る
の
で
舵
取
り
が
話
を
聞
く
と
、

船
に
乘
っ
て
い
る
僧
は
、
龍
が
前
世
で
人
閒
で
あ
っ
た
と
き
、
そ

の
家
に
い
た
比
丘
で
あ
り
、
日
々
供
養
を
し
た
の
に
呵
責
を
し
て

く
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
自
分
は
罪
業
を
造
っ
て
今
で
は
龍
の
身
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と
な
り
、
苦
し
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
怨
み
か
ら
、
比
丘
を
殺

し
た
い
と
い
う
。
舵
取
り
は
龍
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
言
い
、
比
丘

が
經
を
讀
誦
す
る
と
、
龍
は
蛇
身
を
脫
し
て
天
上
に
生
ま
れ
變
わ

る
。〉

こ
の
話
の
原
據
は
、
鳩
摩
羅
什
譯
『
衆
經
撰
雜
譬
喩
』
卷
下
の
說
話
と

考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
以
下
は
そ
の
槪
要
で
あ
る
。

⑩
『
衆
經
撰
雜
譬
喩
』
卷
下
（
大
正
藏
四
︱
五
三
八
下
）

鬼
曰
、
我
知
爾
恚
故
耳
。
若
能
爲
レ
我
布
施
作
福
呼
名
呪
願
、
我

便
相
放
。
船
人
盡
許
爲
二
作
福
一、
鬼
便
放
盡
盡
許
レ
之
。
衟
人
卽
爲

レ
鬼
作
レ
會
呼
名
呪
願
。
餘
人
次
復
爲
作
レ
會
。
詣
二
河
中
一
呼
レ
鬼

曰
、
卿
得
レ
福
未
。
鬼
曰
、
卽
得
。
無
二
復
苦
痛
一。
船
人
曰
、
明
日

當
二
爲
レ
卿
作
福
一。
得
二
自
來
一
不
。
鬼
曰
、
得
耳
。
鬼
旦
化
二
作
婆

羅
門
像
一
來
、
手
自
供
養
、
自
受
二
呪
願
一。
上
座
爲
二
說
經
一。
鬼
卽

得
二
須
陀
洹
衟
一、
歡
喜
而
去
。

〈
屠
殺
業
者
が
家
に
僧
を
住
ま
わ
せ
て
供
養
す
る
が
、
僧
は
そ
の

殺
生
を
咎
め
な
い
。
や
が
て
屠
殺
業
者
の
父
が
死
に
、
河
中
の
鬼

と
な
る
。
僧
が
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
鬼
は
そ
の
船
を
捕
ら

え
、
自
分
を
咎
め
ず
罪
業
を
重
ね
さ
せ
た
僧
を
川
に
沈
め
る
こ
と

を
要
求
す
る
。
船
頭
が
拒
否
す
る
と
、
鬼
は
布
施
と
呪
願
を
求
め

る
。
そ
こ
で
船
頭
が
布
施
を
行
い
、
船
は
解
放
さ
れ
る
。
そ
の
後

僧
は
鬼
の
た
め
に
呪
願
を
す
る
。〉

『
衆
經
撰
雜
譬
喩
』
で
は
「
鬼
」
の
話
で
あ
っ
た
の
が
、『
今
昔
物
語

集
』
で
は
「
龍
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
話
で
も
ま
た
、
恨
み
を
抱
い
て
死

ん
だ
人
閒
が
、
河
中
の
鬼
あ
る
い
は
龍
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
日
本
の
寺
社
緣
起
に
お
い
て
は
、
龍
の
調
伏
は
ど
の
よ

う
に
語
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
箱
根
權
現
の
別
當
行
實
と
、
源
義
仲
の

右
筆
を
務
め
た
覺
明
（
信
救
）
が
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
に
著
し
た
と

傳
え
る
『
筥
根
山
緣
起
幷
序（

（1
（

』
で
は
、
蘆
ノ
湖
に
棲
む
毒
龍
の
調
伏
が

語
ら
れ
る
。

⑪
『
筥
根
山
緣
起
幷
序
』

西
汀
有
二
驛
路
一、
毒
龍
凌
レ
浪
拏
レ
雲
、
人
民
多
不
レ
免
二
損
害
一。
萬

卷
臨
二
彼
深
潭
一、
筑
二
石
臺
一
而
令
レ
禱
。
爾
毒
龍
改
レ
形
、
捧
二
寶

珠
幷
錫
杖
・
水
甁
一、
乞
欲
二
受
降
一。
卽
呪
而
繫
レ
之
以
二
鐵
鏁
一、
號

二
其
木
幹
一
名
二
栴
檀
訶
羅
木
一。
厥
形
九
頭
毒
龍
也
。
所
レ
蟠
湖
水

增
二
風
浪
一、
山
脚
長
洋
々
。
臺
石
未
レ
磷
、
巍
然
波
閒
。

〈
蘆
ノ
湖
に
棲
む
九
頭
龍
は
風
水
害
を
起
こ
し
、
人
々
に
害
を
な

す
。
萬
卷
上
人
が
法
力
で
龍
を
調
伏
す
る
と
、
龍
は
姿
を
改
め
、

寶
珠
と
錫
杖
、
水
甁
を
捧
げ
る
。
そ
こ
で
萬
卷
は
龍
を
鏁
で
木
に

繫
い
だ
。〉

　

も
う
一
つ
惡
龍
調
伏
の
例
と
し
て
、『
阿
娑
縛
抄
』「
諸
寺
略
記
」
か
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ら
、
戶
隱
寺
の
緣
起（

（1
（

を
揭
げ
る
。

⑫
『
阿
娑
縛
抄
』
卷
二
百
（
大
正
藏
圖
像
部
九
︱
七
五
九
上
）

嘉
祥
二
年
比
、
學
問
修
行
者
飯
繩
山
七
日
之
閒
、
向
二
西
大
嵩
一
祈

念
。
擲
二
獨
鈷
一
飛
墜
、
卽
行
見
レ
之
、
在
二
大
石
屋
一。
於
二
彼
處
一

誦
二
法
華
經
一
之
閒
、
自
二
南
方
一
臭
風
吹
、
而
九
頭
一
尾
鬼
來
。

何
人
誦
二
法
華
一
哉
。
前
祈
者
爲
二
聽
聞
一
來
也
、
値
二
我
毒
氣
風
一、

觸
者
雖
レ
無
二
害
心
一、
皆
逝
去
畢
。
我
前
ノ
別
當
住
二
貪
欲
一
虛
ク
用

二
信
施
一、
故
受
二
此
身
一
也
。
此
處
如
レ
此
破
壞
顚
倒
四
十
餘
ヶ
度

也
。
我
依
レ
持
二
功
德
一、
遂
可
レ
得
二
菩
提
一。
學
問
云
、
鬼
者
隱
形
。

隨
レ
言
還
二
本
處
一
畢
。
彼
所
名
曰
二
龍
尾
一。
入
二
籠
石
屋
內
一
畢
、

石
屋
之
戶
封
。
地
中
高
聲
ニ
唱
テ
云
、
南
無
常
住
界
會
圣
觀
自
在
尊

三
所
利
生
大
權
現
圣
者
。
此
山
字
可
レ
曰
二
戶
隱
寺
一。
其
故
封
二
龍

尾
鬼
石
室
之
戶
一
而
持
建
立
故
也
。
又
反
飯
繩
山
ノ
前
ノ
形
如
レ
立
レ

戶
故
也
。

〈
學
問
行
者
が
岩
屋
の
前
で
法
華
經
を
讀
誦
し
て
い
る
と
、
毒
氣

と
共
に
「
九
頭
一
尾
の
鬼
」
が
現
れ
、
自
分
は
貪
欲
の
た
め
に
姿

を
變
え
て
し
ま
っ
た
前
の
別
當
で
あ
る
と
言
う
。
龍
は
學
問
行
者

の
「
鬼
者
隱
形
」
の
言
葉
に
從
っ
て
岩
屋
に
歸
り
、
行
者
は
そ
の

戶
を
封
じ
る
。〉

こ
れ
ら
の
緣
起
に
お
け
る
惡
龍
敎
化
・
調
伏
の
樣
相
も
、
經
典
や
『
大

唐
西
域
記
』
等
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
い
え
よ
う
。
龍
を
敎
化
す
る
主

體
に
は
、
そ
の
靈
地
で
祀
ら
れ
る
佛
や
神
、
ま
た
開
祖
や
中
興
と
さ
れ

る
人
物
が
當
て
ら
れ
る
。
當
然
、
江
島
緣
起
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。

　

以
上
、
佛
典
・
說
話
・
緣
起
類
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
惡
龍
敎
化
・

調
伏
譚
の
例
を
提
示
し
た
。
江
島
緣
起
に
お
け
る
五
頭
龍
の
暴
虐
を
こ

れ
ら
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
雲
霧
を
起
こ
し
火
を
吐
く
そ
の
樣
子
は
經

典
や
『
大
唐
西
域
記
』
に
描
か
れ
る
惡
龍
の
姿
か
ら
逸
脫
し
て
い
な

い
。
江
島
緣
起
は
、
龍
の
脅
威
を
語
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
多
く
の
惡

龍
敎
化
・
調
伏
譚
を
踏
襲
し
て
い
る
。
で
は
そ
の
敎
化
に
つ
い
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
敎
化
・
調
伏
を
行
う
主
體
は
佛
・
菩
薩
・
高
僧
・
王
と

樣
々
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
敎
化
・
調
伏
の
手
段
と
し
て
は
、
法
力

に
よ
る
調
伏
、
讀
經
に
よ
る
拔
苦
に
よ
り
惡
行
を
止
め
さ
せ
る
も
の
が

確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
惡
龍
敎
化
・
調
伏
譚
か
ら
は
、
女

身
に
よ
る
敎
化
・
調
伏
に
直
結
す
る
要
素
が
導
き
出
せ
な
い
。
女
性
が

敎
化
の
主
體
と
な
る
話
が
な
い
た
め
當
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
女
身

で
な
く
と
も
、
方
便
を
用
い
た
敎
化
と
い
う
モ
チ
ー
フ
自
體
が
見
出
せ

な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
江
島
緣
起
の
惡
龍
敎
化
譚
は
、
何
に
據
っ
て

形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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四　

女
身
に
よ
る
方
便
敎
化

　
　
　
　

―
江
島
緣
起
と
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚

　

四
︱
一　

江
島
緣
起
と
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚

　

こ
こ
で
、
圣
天
信
仰
に
關
連
し
て
說
か
れ
る
、
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚

に
着
目
し
た
い
。
笹
閒
良
彥
が
旣
に
、
十
一
面
觀
音
が
毘
那
夜
迦
王
を

改
心
さ
せ
る
說
話
と
、
江
島
緣
起
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

が
、

構
圖
の
類
似
を
擧
げ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
改
め
て
毘
那
夜
迦
王
敎
化

譚
を
揭
げ
、
江
島
緣
起
と
比
較
し
て
み
た
い
。
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚
を

說
く
代
表
的
な
資
料
に
、『
大
圣
歡
喜
雙
身
大
自
在
天
毘
那
夜
迦
王
歸

依
念
誦
供
養
法
』
が
あ
る
。
善
無
畏
譯
と
傳
え
ら
れ
る
が
、
成
立
年
代

な
ど
は
未
詳
と
さ
れ
る（

（1
（

。

⑬
『
大
聖
歡
喜
雙
身
大
自
在
天
毘
那
夜
迦
王
歸
依
念
誦
供
養
法
』（
大

正
藏
二
一
︱
三
〇
三
中
）

大
圣
自
在
天
、
是
摩
醯
首
羅
大
自
在
天
王
。
烏
摩
女
爲
レ
婦
、
所
レ

生
有
二
三
千
子
一。
其
左
千
五
百
、
毘
那
夜
迦
王
爲
二
第
一
一。
行
二
諸

惡
事
一、
領
二
十
萬
七
千
諸
毘
那
夜
迦
類
一。
右
千
五
百
、
扇
那
夜
迦

持
善
天
爲
二
第
一
一。
修
二
一
切
善
利
一、
領
二
十
七
萬
八
千
諸
福
伎
善

持
衆
一。
此
扇
那
夜
迦
王
、
則
觀
音
之
化
身
也
。
爲
三
調
二
和
彼
毘
那

夜
迦
王
惡
行
一
同
生
二
一
類
一
成
二
兄
弟
夫
婦
一、
示
二
現
相
抱
同
體
之

形
一。
其
本
因
緣
具
在
大
明
呪
賊
經
。

〈
大
自
在
天
の
三
千
の
子
の
う
ち
、
左
の
千
五
百
の
上
首
で
あ
る

毘
那
夜
迦
王
は
眷
屬
を
率
い
て
惡
事
を
行
っ
て
い
た
。
右
の
千
五

百
の
長
で
、
常
に
善
行
を
行
う
扇
那
夜
迦
王
は
觀
音
の
化
身
で
あ

る
。
毘
那
夜
迦
王
の
惡
行
を
「
調
和
」
す
る
た
め
に
、
兄
弟
・
夫

婦
と
い
っ
た
「
同
體
」
の
姿
を
と
っ
て
い
る
。〉

こ
の
よ
う
な
說
話
は
『
覺
禪
鈔
』
圣
天
に
、
よ
り
詳
細
に
說
か
れ
て
い

る
。

⑭
『
覺
禪
鈔
』
卷
百
五
（
大
正
藏
圖
像
部
九
︱
四
四
一
下
）

四
部
法
云
、
爾
時
觀
自
在
菩
薩
大
悲
薰
レ
心
、
以
二
慈
善
根
力
一
化

爲
二
毘
那
夜
迦
婦
女
身
一、
徃
二
彼
歡
喜
王
所
一。
于
レ
時
彼
王
見
二
此

婦
女
一、
欲
心
熾
盛
欲
レ
觸
二
彼
毘
那
夜
迦
女
一
而
抱
二
其
身
一。
于
時

障
女
形
不
二
肯
受
一レ
之
。
彼
王
卽
憂
作
レ
敬
。
於
レ
是
彼
女
言
、
我

雖
レ
似
二
障
女
一、
從
レ
昔
以
來
能
憂
二
佛
敎
一
得
二
袈
娑
一。
汝
若
實
欲
レ

觸
二
我
身
一
者
、
可
レ
隨
二
我
敎
一。
卽
如
レ
我
至
レ
盡
二
未
來
世
一
能
爲

二
護
法
一
不
。
又
從
レ
我
護
二
諸
行
人
一
莫
レ
作
二
障
礙
一
不
。
又
依
レ

我
已
後
、
莫
レ
作
二
毒
心
一
不
耶
。
汝
受
二
如
レ
是
敎
一
者
爲
二

友
一。

時
毘
那
夜
迦
言
、
我
依
レ
緣
今
値
二
汝
等
一。
從
レ
今
已
後
隨
二
汝
等

語
一
守
二
護
佛
法
一。
于
レ
時
毘
那
夜
迦
女
含
レ
笑
而
相
抱
。
時
彼
王

作
二
歡
喜
一
言
、
善
哉
。
我
等
今
者
依
二
汝
敕
語
一
至
二
未
來
一
護
二
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持
佛
法
一
不
レ
作
二
障
礙
一
而
已
。
仍
可
レ
知
、
女
天
是
觀
自
在
菩
薩

也
。
是
則
如
二
經
所
說
一。
應
下
以
二
婦
女
身
一
得
度
上
者
、
卽
現
二

婦
女
身
一
［
云
々
］。

〈
障
礙
神
で
あ
る
毘
那
夜
迦
王
（
歡
喜
王
）
の
惡
事
を
止
め
る
た

め
、
觀
音
が
そ
の
妻
と
な
り
惡
心
を
止
め
、
法
の
衟
に
入
ら
せ

る
。
毘
那
夜
迦
女
の
姿
を
と
っ
た
觀
音
は
、
自
ら
は
、
形
は
毘
那

夜
迦
女
に
似
て
い
て
も
、
佛
法
を
護
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
毘
那
夜
迦
王
を
受
け
入
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
分
の
敎
え
に

隨
っ
て
佛
法
を
護
る
な
ら
ば
思
い
に
應
え
よ
う
と
い
い
、
毘
那
夜

迦
王
に
佛
法
を
護
持
す
る
こ
と
を
誓
わ
せ
る
。〉

　

こ
の
話
で
は
、
觀
音
が
慈
悲
の
心
を
發
し
て
「
毘
那
夜
迦
婦
女
身
」

と
な
り
、
毘
那
夜
迦
王
の
と
こ
ろ
へ
向
か
う
。
そ
の
姿
を
見
て
愛
欲
を

發
し
た
毘
那
夜
迦
王
は
、
毘
那
夜
迦
女
に
觸
れ
よ
う
と
す
る
が
、
拒
ま

れ
る
。
彼
女
は
、
も
し
觸
れ
た
い
と
望
む
な
ら
ば
、
自
ら
の
敎
え
に
從

い
、
以
後
は
佛
法
を
護
持
し
、
行
人
に
障
礙
を
爲
さ
な
い
こ
と
を
誓
う

よ
う
求
め
る
。
毘
那
夜
迦
王
が
そ
れ
を
承
諾
す
る
と
、
毘
那
夜
迦
女
は

王
を
受
け
入
れ
る
。

　

こ
の
話
と
①
江
島
緣
起
を
比
較
し
て
み
る
と
、
物
語
の
構
造
乁
び
敎

化
の
方
法
が
酷
似
し
て
い
る
。
毘
那
夜
迦
王
も
五
頭
龍
も
、
現
れ
た
女

天
の
姿
を
見
て
愛
欲
を
抱
く
が
、
衆
生
に
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と

を
理
由
に
拒
絶
さ
れ
、
佛
法
の
護
持
を
誓
う
こ
と
で
受
け
入
れ
ら
れ
て

夫
婦
と
な
る
。
明
ら
か
な
違
い
と
し
て
、
①
で
は
辯
才
天
が
相
手
と
同

じ
龍
と
は
な
ら
ず
、
天
女
の
姿
を
と
り
、
五
頭
龍
を
拒
絶
す
る
際
に

は
、
姿
も
心
も
異
な
る
と
吿
げ
る
の
に
對
し
、
⑭
で
觀
音
は
毘
那
夜
迦

女
の
姿
と
な
り
、
毘
那
夜
迦
王
に
對
し
て
は
、
姿
は
似
て
い
る
と
い
っ

て
も
自
分
は
佛
法
を
護
持
す
る
存
在
だ
と
言
っ
て
拒
絶
す
る（

（1
（

。
こ
の
對

照
的
な
表
現
か
ら
は
む
し
ろ
、
①
が
⑭
の
よ
う
な
記
述
を
參
照
し
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
江
島
緣
起
は
、
觀
音
の
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚
か
ら

着
想
を
得
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（1
（

 

。

　

四
︱
二　

十
一
面
觀
音
と
龍
口
明
神

　

毘
那
夜
迦
王
を
敎
化
す
る
觀
音
に
つ
い
て
は
、
特
に
十
一
面
觀
音
と

す
る
說
が
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
の
一
例
は
、
天
台
宗
の
靜
然
に
よ
る
『
行
林

抄
』
卷
七
十
七
・
歡
喜
天
法
で
あ
る
。

⑳
『
行
林
抄
』
卷
七
十
七
（
大
正
藏
七
六
︱
四
七
九
下
）

想
三
水
壇
上
有
二
鷄
羅
山
一。
山
上
有
二
宮
殿
一、
宮
殿
之
內
有
二
圓
座
一、

座
上
有
二
荷
葉
一、
荷
葉
上
有
二
虎
字
一、
是
字
變
成
二
毘
那
夜
迦
王
一。

𧰼
頭
人
身
也
。
本
誓
之
故
、
十
一
面
觀
世
音
菩
薩
現
二
女
天
之
身
一、

相
著
眷
屬
。
天
等
圍
繞
。

十
一
面
觀
音
が
、
本
誓
に
よ
り
、
女
天
と
な
っ
て
毘
那
夜
迦
王
の
眷
屬
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と
な
る
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
、
眞
言
宗
の
憲
深
『
幸
心
鈔
』
卷
二
・
圣
天
事
か
ら
例
を

揭
げ
る
。

�
『
幸
心
抄
』
卷
二
（
大
正
藏
七
八
︱
七
二
五
下
）

師
云
、
此
像
二
權
・
二
實
・
權
實
三
差
別
有
レ
之
也
。
二
權
共
權

化
。
二
實
共
實
類
。
權
實
則
男
女
和
合
之
義
也
。
女
天
權
化
、
男

天
實
類
也
。
十
一
面
觀
音
、
男
天
ノ
障
難
ヲ
爲
二
消
除
一、
女
天
形

ヲ
現
シ
玉
フ
。
二
像
共
著
二
袈
裟
一。
權
化
二
種
像
共
不
レ
著
。
二
實

像
女
天
著
、
男
天
不
著
。
是
權
實
像
也
。
委
細
見
二
含
光
記
一。

𧰼
頭
の
男
女
二
體
が
抱
き
合
う
形
で
造
像
さ
れ
る
雙
身
圣
天
像
の
、
女

天
を
權
化
、
男
天
を
實
類
と
す
る
說
に
つ
い
て
、
女
天
は
十
一
面
觀
音

が
男
天
の
障
礙
を
除
く
た
め
に
と
る
姿
だ
と
い
う
。

　

⑳
・
�
共
に
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
女
天
の
姿
で

毘
那
夜
迦
王
を
敎
化
す
る
觀
音
を
、
特
に
十
一
面
觀
音
だ
と
す
る
說

は
、
天
台
宗
・
眞
言
宗
雙
方
に
共
有
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
毘
那
夜

迦
王
敎
化
譚
と
江
島
緣
起
と
の
關
連
性
を
よ
り
確
實
な
も
の
と
す
る
。

眞
名
本
『
江
島
緣
起
』
か
ら
、
泰
澄
が
龍
口
明
神
と
對
面
す
る
箇
所
を

以
下
に
引
く
。

�
眞
名
本
『
江
島
緣
起
』

元
正
天
皇
養
老
七
年
［
癸
亥
］
自
二
春
三
月
一
泰
澄
大
師
住
二
江
島
一、

讀
二
誦
大
乘
經
一、
念
二
誦
陀
羅
尼
一、
專
一
心
精
進
每
日
乘
レ
船
詣
二

龍
口
山
一
施
二
與
法
樂
一、
祈
二
離
レ
業
證
一
レ
果
。
而
於
二
龍
口
山
之
閒

一
有
二
二
池
一。
大
師
每
日
爲
二
法
樂
一。
一
池
書
二
寫
光
明
眞
言
一
入
二

池
底
一。
是
名
二
光
明
眞
言
池
一。
一
池
書
二
阿
彌
陀
佛
六
字
名
號
一
入

二
池
中
一。
是
號
二
阿
彌
陀
池
一。
如
レ
是
施
二
與
法
樂
一
經
二
日
月
一
之

閒
、
明
神
謁
二
對
大
師
一
言
、
我
受
二
菩
薩
之
法
施
一、
洗
二
除
三
熱

之
惱
垢
一、
獲
二
得
宿
明
智
一。
旣
知
二
舊
德
之
先
處
一
也
。
豈
生
二
惡

心
一
乎
。
雖
レ
然
國
土
逆
人
出
來
者
、
斬
レ
頸
懸
二
我
前
一。
是
非
二
昔

日
之
凶
執
一、
屢
靜
二
海
內
之
凶
賊
一、
爲
レ
除
二
逆
人
於
萬
里
一。
又
重

說
レ
偈
曰
、

　

我
是
大
光
普
照
尊　

爲
レ
度
二
邪
見
衆
生
一
故

　

普
門
之
中
示
二
逆
路
一　

令
三
於
此
所
現
二
龍
口
一

泰
澄
承
二
神
之
靈
詫
一、
不
レ
錯
神
言
令
二
披
露
一。
自
レ
爾
以
降
逆
人

出
來
時
者
、
截
レ
頸
懸
二
山
前
一、
始
二
自
一レ
此
也
。

〈
泰
澄
が
江
の
島
に
住
し
た
と
き
、
每
日
船
に
乘
り
龍
口
山
へ
赴

き
、
龍
口
明
神
の
た
め
に
法
樂
を
行
っ
た
。
や
が
て
龍
口
明
神
が

泰
澄
の
前
に
現
れ
、
三
熱
を
免
れ
て
宿
明
智
を
得
た
こ
と
を
語

る
。
そ
し
て
、
も
し
國
土
に
反
逆
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
首
を
龍
口

山
の
前
に
懸
け
よ
と
吿
げ
、
國
土
の
守
護
を
誓
う
。〉

　

傍
線
部
の
偈
に
お
い
て
、
龍
口
明
神
は
、
自
ら
を
「
大
光
普
照
尊
」
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と
稱
す
る
。
こ
れ
は
智
顗
『
摩
訶
止
觀
』
に
見
え
る
六
觀
音
の
一
つ
で

あ
る
。

�
『
摩
訶
止
觀
』
卷
二
（
大
正
藏
四
六
︱
一
五
上
）

六
字
章
句
陀
羅
尼
能
破
二
煩
惱
障
一、
淨
二
於
三
毒
根
一
成
二
佛
衟
一
無

レ
疑
。
六
字
卽
是
六
觀
世
音
、
能
破
二
六
衟
三
障
一。
所
謂
大
悲
觀
世

音
破
二
地
獄
衟
三
障
一。
此
衟
苦
重
宜
レ
用
二
大
悲
一。
大
慈
觀
世
音
破

二
餓
鬼
衟
三
障
一。
此
衟
飢
渴
宜
レ
用
二
大
慈
一。
師
子
無
畏
觀
世
音
破

二
畜
生
衟
三
障
一。
獸
王
威
猛
宜
レ
用
二
無
畏
一
也
。
大
光
普
照
觀
世

音
破
二
阿
脩
羅
衟
三
障
一。
其
衟
猜
忌
嫉
疑
偏
宜
レ
用
二
普
照
一
也
。

天
人
丈
夫
觀
世
音
破
二
人
衟
三
障
一。
人
衟
有
二
事
理
一、
事
伏
二
憍
慢

一
稱
二
天
人
一。
理
則
見
二
佛
性
一
故
稱
二
丈
夫
一。
大

深
遠
觀
世
音
破

二
天
衟
三
障
一。

是
天
主
標
レ
主
得
レ
臣
也
。

『
摩
訶
止
觀
』
は
六
觀
音
と
し
て
、
大
悲
・
大
慈
・
師
子
無
畏
・
大
光

普
照
・
天
人
丈
夫
・
大

深
遠
の
各
觀
音
を
擧
げ
る（

（1
（

。
大
光
普
照
觀
音

は
、
阿
修
羅
衟
の
三
障
を
破
る
と
い
う
。
日
本
で
は
、
こ
の
六
觀
音
に

圣
觀
音
・
千
手
觀
音
等
の
六
種
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
良
祐
『
三
昧
流

口
傳
集
』
に
引
用
さ
れ
た
仁
海
の
註
進
文
は
そ
の
一
例
で
あ
る（

（1
（

。

�
『
三
昧
流
口
傳
集
』（
大
正
藏
七
七
︱
二
八
上
）

註
進　

六
觀
音
像
事

大
慈
觀
音
者
正
觀
變
也
。
救
二
地
獄
衟
一。
身
色
靑
白
也
。
左
手
取
二

靑
蓮
花
一、
異
二
例
蓮
花
一。
右
手
施
無
畏
也
。
大
悲
觀
音
者
千
手
變

也
。
救
二
餓
鬼
衟
一。
身
色
黃
金
色
也
。
六
面
。
左
手
取
二
紅
蓮
花
一。

右
手
施
無
畏
也
。
師
子
無
畏
觀
音
者
馬
變
也
。
救
二
畜
生
衟
一。
身

色
靑
。
右
手
取
二
蓮
花
一。
蓮
花
上
有
二

筐
一。
左
手
施
無
畏
也
。

大
光
普
照
觀
音
者
十
一
面
變
也
。
救
二
阿
修
羅
衟
一。
身
色
肉
色
。

右
手
取
二
紅
蓮
花
一。
花
上
有
レ
甁
、
自
二
甁
口
一
出
二
獨
古
杵
一。
左
無

畏
也
。
天
人
丈
夫
觀
音
者
准
提
佛
母
變
也
。
救
二
人
衟
一。
身
色
紺

靑
。
右
手
取
二
靑
蓮
花
一。
左
手
施
無
畏
也
。
大

深
音
觀
音
者
如

意
輪
變
也
。
救
二
天
衟
一。
身
色
白
。
左
手
紅
蓮
花
。
花
上
立
二
三
古

杵
一。
右
手
施
無
畏
。

右
六
觀
音
名
號
乁
所
變
異
名
、
出
二
摩
訶
止
觀
一。
但
形
體
・
色
・

像
・
取
物
等
、
依
二
先
師
傳
一
所
二
註
進
一
如
レ
件
。

治
安
三
年
三
月
二
十
二
日　

權
律
師
仁
海

大
光
普
照
觀
音
は
、
十
一
面
觀
音
の
變
化
だ
と
い
う（

（2
（

。
同
樣
の
說
は
、

源
信
『
要
法
文
』
卷
中
に
も
『
六
衟
司
命
記
』
の
引
用
と
し
て
揭
げ
ら

れ
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
說
は
、
源
爲
憲
に
よ
る
幼
學
書
『
口
游
』
に
も
み
え
る
。

�
『
口
游
』
內
典
門

大
慈
觀
音
、
大
悲

、
師
子
無
畏

、
大
光
普
照

、
天

人
丈
夫

、
大

深
遠

［
謂
之
六
觀
音
］。
今
案
、
六
觀
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音
如
レ
次
。
配
二
六
衟
一。
大
慈
者
正
觀
音
變
、
大
悲
者
千
手
變
、
師

子
無
畏
者
馬
頭
變
、
大
光
普
照
者
十
一
面
變
、
天
人
丈
夫
者
准
胝

變
、
大

深
遠
者
如
意
輪
變
。

　

こ
の
よ
う
に
、
眞
名
本
『
江
島
緣
起
』
で
泰
澄
に
對
し
龍
口
明
神
が

名
乘
る
「
大
光
普
照
尊
」
す
な
わ
ち
大
光
普
照
觀
音
は
、
十
一
面
觀
音

の
變
化
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
泰
澄
自
身
が
十
一
面
觀
音
と

の
關
連
が
深
い
人
物
で
あ
り
、『
泰
澄
和
尙
傳
記
』
に
は
十
四
歲
の
泰

澄
が
「
汝
以
二
比
丘
形
一、
可
レ
施
二
十
一
面
利
生
大
光
普
照
德
一
」
と
の

夢
吿
を
受
け
た
こ
と
、
三
十
六
歲
の
時
に
は
、
九
頭
龍
王
の
姿
で
現
れ

た
白
山
權
現
に
對
し
て
本
地
を
現
す
よ
う
求
め
、
十
一
面
觀
音
の
姿
を

顯
現
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る（

（2
（

。
龍
口
明
神
＝
十
一
面
觀
音
と
す
れ

ば
、
江
島
緣
起
に
泰
澄
が
登
場
す
る
こ
と
も
必
然
と
い
え
る
。
な
お
、

古
い
資
料
が
傳
わ
っ
て
お
ら
ず
、
江
島
緣
起
成
立
に
影
響
を
與
え
た
も

の
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
龍
口
明
神
の
側
に
も
十
一
面
觀
音
乁
び
泰
澄

と
の
繫
が
り
を
示
す
傳
承
が
あ
る
。
寶
曆
四
年
（
一
七
五
四
）
の
跋
文

を
持
つ
因
靜
『
江
島
大
草
子
』
に
よ
れ
ば
、
龍
口
明
神
社
の
別
當
は
津

村
の
寶
善
院
で
あ
っ
た（

（2
（

。
天
寶
十
二
年
（
一
八
四
一
）
成
立
の
『
新
編

相
模
國
風
土
記
稿
』
は
、
寶
善
院
の
開
山
は
泰
澄
で
、
觀
音
堂
に
は
行

基
作
の
十
一
面
觀
音
を
安
置
す
る
と
記
す
。
同
じ
く
『
新
編
相
模
國
風

土
記
稿
』
の
龍
口
明
神
條
は
、
神
體
で
あ
る
五
頭
の
蛇
と
、
前
立
の
白

髭
明
神
を
泰
澄
の
作
と
す
る
。
寶
善
院
・
龍
口
明
神
社
に
お
い
て
、
泰

澄
に
關
わ
る
傳
承
が
い
つ
成
立
し
た
か
は
、
資
料
か
ら
は
確
認
で
き
な

い
が
、
江
島
緣
起
に
お
け
る
泰
澄
・
龍
口
明
神
の
對
話
場
面
と
の
關
連

を
窺
わ
せ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、『
江
島
緣
起
』
の
五
頭
龍
と
辯
才
天
の
話
は
、

毘
那
夜
迦
王
と
觀
音
、
と
り
わ
け
十
一
面
觀
音
の
話
か
ら
着
想
を
得
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
龍
口
明
神
が
泰
澄
に
對
し
自
ら
大
光
普
照
尊
＝

十
一
面
觀
音
を
名
乘
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え

よ
う
。

　　

四
︱
三　

江
島
緣
起
に
お
け
る
惡
龍
敎
化
譚
の
形
成

　

以
上
、
十
一
面
觀
音
に
よ
る
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚
が
、
江
島
緣
起
に

お
け
る
惡
龍
敎
化
譚
の
祖
型
と
な
っ
た
可
能
性
を
檢
討
し
て
き
た
。
三

節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
五
頭
龍
が
天
變
地
異
を
起
こ
し
て
人
々
を
苦
し

め
る
姿
は
、
經
典
や
『
大
唐
西
域
記
』、
他
の
寺
社
緣
起
で
描
か
れ
る

惡
龍
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。
最
終
的
に
敎
化
さ
れ
て
善
神
と
な
る
點

も
、
そ
う
し
た
多
く
の
惡
龍
敎
化
・
調
伏
譚
と
同
樣
で
あ
る
。
そ
し

て
、
辯
才
天
が
自
ら
へ
の
懸
想
を
緣
と
し
て
五
頭
龍
を
敎
化
す
る
と
い

う
展
開
は
、
⑳
・
�
の
例
に
代
表
さ
れ
る
、
十
一
面
觀
音
が
女
身
と
な

っ
て
毘
那
夜
迦
王
を
敎
化
す
る
方
便
敎
化
の
モ
チ
ー
フ
が
下
敷
き
と
な
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っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
江
島
緣
起
に
は
、
十
一
面
觀
音
と
緣

の
深
い
泰
澄
が
、
十
一
面
觀
音
＝
泰
澄
と
對
面
し
、
託
宣
を
受
け
る
と

い
う
重
要
な
役
割
で
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

結
び

　

小
稿
で
は
、
江
島
緣
起
に
お
け
る
辯
才
天
惡
龍
敎
化
譚
が
ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
た
か
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
以
下
の
考
察
を
行
っ

た
。

　

ま
ず
、
共
に
辯
才
天
の
利
益
を
說
く
、『
溪
嵐
拾
葉
集
』
の
江
島
・

天
川
の
緣
起
を
、
田
中
貴
子
の
指
摘
を
再
檢
討
す
る
形
で
比
較
し
、
江

島
緣
起
の
獨
自
性
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
經
典
や
『
大
唐
西
域
記
』

『
今
昔
物
語
集
』、
ま
た
日
本
の
緣
起
か
ら
惡
龍
敎
化
・
調
伏
譚
の
例
を

揭
げ
、
惡
龍
を
敎
化
す
る
主
體
と
、
調
伏
の
方
法
を
比
較
し
た
。
こ
う

し
た
多
く
の
惡
龍
敎
化
譚
に
お
け
る
、
龍
の
暴
虐
の
描
か
れ
方
は
、
江

島
緣
起
に
お
け
る
五
頭
龍
の
姿
に
引
き
繼
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
辯
才

天
に
據
る
惡
龍
敎
化
は
、
龍
か
ら
の
懸
想
を
緣
と
し
た
、
直
接
的
な
女

身
に
よ
る
敎
化
・
調
伏
と
い
う
點
で
、
他
の
惡
龍
敎
化
譚
に
は
類
例
が

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
江
島
緣
起
の
惡
龍
敎
化
譚
と
共
通
の
構
造
を
持
つ
、
毘
那

夜
迦
王
敎
化
譚
に
着
目
し
、
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
可
能
性
を
檢
討
し

た
。
毘
那
夜
迦
女
の
姿
に
變
じ
た
觀
音
が
、
毘
那
夜
迦
王
の
欲
を
受
け

入
れ
る
か
わ
り
に
佛
法
に
歸
依
さ
せ
、
惡
を
「
調
和
」
す
る
。
江
島
緣

起
に
お
け
る
辯
才
天
と
五
頭
龍
の
物
語
を
こ
れ
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

る
と
、
話
の
構
造
が
極
め
て
近
い
。
毘
那
夜
迦
王
を
敎
化
す
る
觀
音

は
、
特
に
十
一
面
觀
音
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
江
島
緣
起
で

龍
口
明
神
が
泰
澄
に
對
し
て
自
ら
稱
す
る
「
大
光
普
照
尊
」
は
、
十
一

面
觀
音
の
變
化
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
泰
澄
が
緣
起
に
登
場
す

る
こ
と
自
體
が
、
十
一
面
觀
音
と
の
繫
が
り
を
緣
起
に
も
た
ら
す
も
の

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
江
島
緣
起
が
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚
を
踏

ま
え
て
い
る
こ
と
は
確
實
で
あ
ろ
う
。

　

江
の
島
辯
才
天
の
信
仰
に
は
、
江
の
島
と
龍
口
明
神
だ
け
で
は
な

く
、
よ
り
廣
い
範
圍
の
寺
院
・
神
社
が
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
豫
想
で

き
る
。
江
の
島
と
龍
口
明
神
お
よ
び
週
邊
寺
社
の
交
流
が
、
江
島
緣
起

成
立
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
乁
ぼ
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
中
世
以
前

の
資
料
が
十
分
で
な
く
、
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
江
の

島
の
週
邊
一
帶
に
、
辯
才
天
と
龍
、
そ
し
て
泰
澄
に
關
連
し
た
傳
承
が

共
通
の
も
の
と
し
て
深
く
根
差
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
共
有
さ
れ

た
傳
承
が
、
江
島
緣
起
成
立
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
可
能

性
は
高
い
。
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【
使
用
テ
ク
ス
ト
】

資
料
は
主
に
以
下
に
據
り
つ
つ
、
句
讀
點
等
を
适
宜
、
私
に
改
め
た
。

眞
名
本
『
江
島
緣
起
』
＝
『
籘
澤
市
史
資
料
』
第
二
十
集
。『
筥
根
山
緣
起
幷

序
』
＝
箱
根
神
社
大
系
。『
菩
薩
本
行
經
』『
太
子
瑞
應
本
起
經
』『
衆
經
撰
雜

譬
喩
』『
大
圣
歡
喜
雙
身
大
自
在
天
毘
那
夜
迦
王
歸
依
念
誦
供
養
法
』『
毘
那
夜

迦
誐
那
鉢
底
瑜
伽
悉
地
品
祕
要
』『
摩
訶
止
觀
』『
大
唐
西
域
記
』『
三
昧
流
口

傳
集
』『
行
林
抄
』『
幸
心
抄
』『
溪
嵐
拾
葉
集
』
＝
大
正
新
脩
大
藏
經
。『
阿
娑

縛
抄
』『
覺
禪
鈔
』
＝
大
正
新
脩
大
藏
經
圖
像
部
。『
多
度
神
宮
寺
伽
藍
緣
起
幷

資
財
帳
』
＝
大
日
本
佛
敎
全
書
。『
口
游
』
＝
幼
學
の
會
編
『
口
游
註
解
』。『
今

昔
物
語
集
』
＝
新
日
本
古
典
文
學
大
系
。『
日
蓮
上
人
註
畫
贊
』
＝
續
々
日
本

繪
卷
大
成
。『
本
願
寺
圣
人

鸞
傳
繪
』（
康
永
本
）
＝
淨
土
眞
宗
圣
典
全
書
。

『
江
島
大
草
子
』
＝
寶
曆
九
年
刋
宮
內
廳
書
陵
部
藏
本
。『
新
編
相
模
國
風
土
記

稿
』
＝
大
日
本
地
誌
大
系
。

【
註
】

（
１
）　

石
塚
勝
「
江
島
緣
起
解
題
」（
籘
澤
市
文
書
館
『
歷
史
を
ひ
も
と
く

籘
澤
の
資
料
』
三
（
片
瀨
地
區
）
付
錄
）、
二
〇
一
八
・
三
）。
眞
名
本

に
は
江
島
神
社
藏
『
江
島
緣
起
』・
神
奈
川
縣
立
金
澤
文
庫
藏
『
相
州

津
村
江
之
島
辯
財
天
』、
假
名
本
に
は
岩
本
樓
藏
『
江
島
五
卷
緣
起
』・

江
島
神
社
藏
『
江
島
緣
起
』（
共
に
繪
卷
）・
江
島
神
社
所
藏
『
相
州
得

瑞
島
上
之
宮
緣
起
』
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）　

緣
起
の
よ
り
詳
細
な
內
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「〈
硏
究
ノ
ー
ト
〉

江
島
緣
起
の
諸
本
と
硏
究
動
向
」（『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第

二
十
九
號
、
二
〇
二
一
・
一
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）　

江
島
緣
起
で
は
安
然
が
圓
仁
の
後
に
登
場
し
、「
尋
二
慈
覺
大
師
舊
儀
一
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
江
國
出
身
で
圓
仁
に
師
事
し
、
台
密
を
大
成
し

て
五
大
院
と
稱
さ
れ
た
安
然
（
生
沒
年
未
詳
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
出
生
地
を
相
模
國
星
谷
と
記
す
。『
走
湯
山
緣
起
』
等
に
も
、

安
然
を
相
模
國
星
谷
の
出
身
と
す
る
記
述
が
見
え
、
こ
の
安
然
を
五
大

院
安
然
と
は
別
の
人
物
と
す
る
說
も
あ
る
。『
江
島
緣
起
繪
卷
』（
岩
本

院
本
・
江
島
神
社
本
）
お
よ
び
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
の
江
島
緣
起
で
は
、

安
然
を
五
大
院
と
稱
す
る
。
鳥
谷
武
史
は
、
眞
名
本
『
江
島
緣
起
』
の

安
然
は
、
五
大
院
で
は
な
く
相
模
國
の
安
然
で
あ
り
、
繪
卷
お
よ
び

『
溪
嵐
拾
葉
集
』
の
編
纂
に
あ
た
り
、
五
大
院
安
然
の
情
報
が
付
加
さ

れ
た
も
の
と
す
る
（
鳥
谷
武
史
「
中
世
に
お
け
る
宇
賀
辯
才
天
信
仰
の

硏
究
―
叡
山
と
「
江
島
緣
起
」
―
」（
愽
士
論
文
）、
金
澤
大
學
、
二
〇

一
七
・
三
）。

（
４
）　

衟
智
は
、
緣
起
中
の
人
物
で
唯
一
、
來
歷
・
事
蹟
が
他
の
資
料
に
見

え
ず
、
江
の
島
お
よ
び
龍
口
の
週
邊
で
生
じ
た
傳
承
の
登
場
人
物
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
衟
智
の
名
は
見
え
な
い
が
、
同
樣
の
傳
承
が
、

江
尻
の
大
明
神
の
話
と
し
て
『
海
衟
記
』
四
月
一
七
日
の
條
に
記
さ
れ

て
い
る
。

（
５
）　
『
日
本
書
紀
』
等
に
お
い
て
、
十
月
に
百
濟
か
ら
佛
敎
が
公
傳
し
た

と
さ
れ
る
年
。
緣
起
が
辯
才
天
の
出
現
お
よ
び
江
の
島
成
立
を
同
年
四

月
と
す
る
こ
と
か
ら
、
佛
敎
傳
來
に
先
立
っ
て
江
の
島
が
出
現
し
た
と



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　
第
三
十
八
號

（ 100 ）

す
る
意
圖
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
６
）　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
の
江
島
緣
起
は
、
大
山
寺
に
あ
っ
た
『
江
島
緣
起
』

の
略
抄
だ
と
す
る
が
、
大
山
寺
に
『
江
島
緣
起
』
は
現
存
せ
ず
、
實
態

は
未
詳
で
あ
る
。

（
７
）　

田
中
貴
子
「
姉
妹
神
の
週
邊
―
龍
女
・
辯
才
天
・
吉
祥
天
を
め
ぐ
っ

て
」（『
日
本
文
學
』
三
十
九
卷
第
五
號
、
一
九
九
〇
・
五
→
『
外
法
と

愛
法
の
中
世
』、
砂
子
屋
書
房
、
一
九
九
三
・
六
）。
こ
こ
で
擧
げ
ら
れ

る
「
吉
祥
天
感
應
譚
」
と
は
、『
日
本
靈
異
記
』
卷
中
第
一
三
話
「
生
二

愛
欲
一
戀
二
吉
祥
天
女
像
一
感
應
示
二
奇
表
一
緣
」
を
指
す
。
吉
祥
天
女
の

像
を
見
た
優
婆
塞
が
、
こ
の
天
女
の
よ
う
に
美
し
い
女
を
與
え
よ
と
願

っ
た
と
こ
ろ
、
彼
の
夢
に
吉
祥
天
女
像
が
現
れ
て
交
わ
る
と
い
う
話
で

あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
卷
十
七
第
四
十
五
話
「
吉
祥
天
女
攝
像
奉
レ
犯

人
語
」
は
同
話
。

（
８
）　

惡
龍
敎
化
・
調
伏
の
傳
說
に
言
乁
し
た
硏
究
と
し
て
は
、
宮
坂
宥
勝

「
佛
傳
に
見
え
る
ナ
ー
ガ
に
つ
い
て
：
イ
ン
ド
古
代
史
の
一
斷
面
」（『
智

山
學
報
』
第
十
二
・
十
三
號
、
一
九
六
四
・
一
一
）、
高
陽
「
惡
龍
傳

說
の
旅
―
『
大
唐
西
域
記
』
と
『
辨
曉
說
草
』」（『
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
旅
の
表
𧰼
：
異
文
化
交
流
の
文
學
史
』（
ア
ジ
ア
游
學
一
八
二
）、
二

〇
一
五
・
四
）、
林
隆
嗣
「
ナ
ー
ガ
調
伏
の
モ
チ
ー
フ
」（『
印
度
學
佛

敎
學
硏
究
』
六
十
四
卷
第
一
號
、
二
〇
一
五
・
一
二
）
な
ど
が
あ
る
。

⑧
・
⑨
は
、
先
行
硏
究
で
は
言
乁
さ
れ
て
い
な
い
。

（
９
）　

以
下
、
要
旨
を
〈　

〉
內
に
記
す
。

（
10
）　

今
野
逹
校
註
『
今
昔
物
語
集
』
一
（
新
日
本
古
典
文
學
大
系
三
三
）、

岩
波
書
店
、
一
九
九
九
・
七
。
時
代
は
下
る
が
、『
三
國
傳
記
』
卷
十

第
二
十
二
「
歸
依
僧
無
二
敎
化
一
檀
那
落
二
蛇
衟
一
事
」・
名
古
屋
大
學
附

屬
圖
書
館
藏
小
林
文
庫
本
『
百
因
緣
集
』
卷
上
第
五
「
天
竺
衟
行
事
」

は
類
話
。
小
峯
和
明
『
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』
補
訂
版
（
笠
閒

叢
書
一
九
二
）、
一
九
九
三
・
五
、
追
鹽
千
尋
「
名
古
屋
大
學
附
屬
圖

書
館
藏
小
林
文
庫
本
『
百
因
緣
集
』
上
卷
飜
刻
」（『
北
海
學
園
大
學
人

文
論
集
』
第
六
十
八
號
、
二
〇
二
〇
・
三
）
參
照
。

（
11
）　
『
筥
根
山
緣
起
幷
序
』
に
關
す
る
硏
究
に
は
、
五
來
重
「
箱
根
山
修

驗
の
二
種
の
緣
起
に
つ
い
て
―
『
筥
根
山
緣
起
幷
序
』
と
『
筥
根
權
現

緣
起
繪
卷
』
―
」（『
修
驗
衟
の
美
術
・
藝
能
・
文
學
』（
山
嶽
宗
敎
史

硏
究
叢
書
一
四
）、
名
著
出
版
、
一
九
八
〇
・
六
→
『
寺
社
緣
起
と
傳

承
文
化
』（
五
來
重
著
作
集
四
）、
法
藏
館
、
二
〇
〇
八
・
四
）、
大
久

保
あ
づ
み
「
箱
根
權
現
緣
起
の
硏
究
：『
筥
根
山
緣
起
幷
序
』
を
中
心

に
」（『
立
敎
大
學
日
本
文
學
』
第
百
十
一
號
、
二
〇
一
四
・
一
）、
前

田
雅
之
「
箱
根
權
現
の
緣
起
」（『
古
典
論
考
：
日
本
と
い
う
視
座
』（
新

典
社
硏
究
叢
書
二
五
八
）、
新
典
社
、
二
〇
一
四
・
五
）
な
ど
が
あ
る
。

繪
卷
に
つ
い
て
は
、
阿
部
美
香
『
本
地
物
語
の
變
貌
―
箱
根
權
現
緣

起
繪
卷
を
め
ぐ
っ
て
―
』（『
中
世
文
學
』
第
四
十
九
號
、
二
〇
〇
四
・

六
）
な
ど
。
萬
卷
（
滿
願
）
に
つ
い
て
は
、
小
林
崇
仁
「
八
世
紀
に
お

け
る
神
宮
寺
出
現
の
一
背
景
―
滿
願
の
人
物
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
智

山
學
報
』
第
六
十
五
號
、
二
〇
〇
二
・
三
）
な
ど
參
照
。

（
12
）　

戶
隱
の
緣
起
に
つ
い
て
は
、
米
山
一
政
「
戶
隱
修
驗
の
變
遷
」（『
富

士
・
御
嶽
と
中
部
靈
山
』（
山
嶽
宗
敎
史
硏
究
叢
書
九
）、
一
九
七
八
・
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四
→
『
信
濃
史
の
諸
問
題
と
善
光
寺
・
戶
隱
』（
米
山
一
政
著
作
集

一
）、
信
濃
每
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
・
一
一
）、
鈴
木
正
崇
「
山
嶽
信

仰
か
ら
修
驗
衟
へ
：
戶
隱
の
場
合
」（『
儀
禮
文
化
學
會
紀
要
：
儀
禮
文

化
』
第
一
號
、
二
〇
一
三
・
三
）
な
ど
參
照
。

（
13
）　
『
辯
才
天
信
仰
と
俗
信
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
一
・
六
。
以
下
に

該
當
箇
所
を
揭
げ
る
。「
觀
世
音
菩
薩
は
三
十
三
應
身
の
ご
と
く
樣
々

な
姿
で
表
わ
れ
る
か
ら
、
十
一
面
觀
世
音
菩
薩
に
戀
慕
し
た
惡
逆
亂
暴

の
圣
天
が
、
そ
の
情
を
受
け
て
善
神
に
な
っ
た
の
と
同
じ
く
、
惡
逆
の

五
頭
龍
が
辯
才
天
の
麗
容
に
戀
慕
し
、
改
心
す
る
こ
と
を
約
束
に
情
を

許
さ
れ
た
と
い
う
江
島
緣
起
も
、
觀
世
音
菩
薩
の
廣
大
な
功
德
と
辯
才

天
の
功
德
が
似
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
、
辯
才
天
は
觀
世
音
菩
薩
で
あ

る
と
い
う
說
が
生
ま
れ
る
の
も
頷
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
な
お
、
圣

天
信
仰
に
つ
い
て
は
、
關
尙
衟
『
わ
が
國
に
お
け
る
圣
天
信
仰
』、
平

井
圣
天
燈
明
寺
、
一
九
八
七
・
九
、
彌
永
信
美
『
觀
音
變
容
譚
』（
佛

敎
神
話
學
Ⅱ
）、
法
藏
館
、
二
〇
〇
二
・
七
に
詳
し
い
。

（
14
）　
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
目
錄
部
所
收
の
經
錄
に
は
見
え
な
い
。
な
お
、

賴
瑜
『
薄
草
子
口
決
』
卷
第
十
九
・
諸
天
等
部
・
圣
天
之
餘
・
具
書
事

（
大
正
藏
七
九
︱
二
九
一
下
）
に
「
大
圣
歡
喜
雙
身
大
自
在
天
毘
那
夜
迦

王
歸
依
念
誦
供
養
法
［
善
無
畏
］」
の
記
載
が
あ
る
。

（
15
）　

こ
れ
は
、『
法
華
經
』
觀
世
音
菩
薩
普
門
品
（
大
正
九
︱
五
六
下
）
に

說
か
れ
る
よ
う
に
、
觀
音
は
救
う
べ
き
衆
生
に
應
じ
た
姿
で
示
現
す
る

と
い
う
信
仰
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　

女
身
に
よ
る
敎
化
と
い
う
點
で
こ
れ
に
近
い
の
が
、

鸞
が
六
角
堂

で
救
世
觀
音
か
ら
夢
吿
に
よ
り
授
け
ら
れ
た
と
傳
え
ら
れ
る
、「
行
者

宿
報
偈
」「
女
犯
偈
」
等
と
呼
ば
れ
る
偈
で
あ
る
。
い
ま
覺
如
『
本
願

寺
圣
人

鸞
傳
繪
』（
康
永
本
）
か
ら
引
用
す
る
と
「
行
者
宿
報
設
女

犯
、
我
成
二
玉
女
身
一
被
レ
犯
、
一
生
之
閒
能
莊
嚴
、
臨
終
引
導
生
二
極

樂
一
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
名
畑
崇
は
、
女
人
に
變
じ
た
觀
音
に
よ

る
性
の
救
濟
と
い
う
同
樣
の
主
題
が
『
覺
禪
鈔
』
如
意
輪
の
「
本
尊
變

二
王
玉
女
一
事
」
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
如
意
輪
觀
音
へ
の
そ
う
し

た
信
仰
が
「
行
者
宿
報
偈
」
に
影
響
を
與
え
た
と
み
る
（
名
畑
崇
「

鸞
圣
人
の
六
角
夢
想
の
偈
に
つ
い
て
」（『
眞
宗
硏
究
』
第
八
號
、
一
九

六
三
・
一
〇
））。
田
中
貴
子
は
こ
れ
を
承
け
、
玉
女
の
性
的
イ
メ
ー
ジ

の
例
と
し
て
、
慈
圓
の
『
慈
鎭
和
尙
夢
想
記
』
に
お
け
る
、
三
種
神
器

の
う
ち
の
神
璽
は
玉
女
で
あ
り
、
劍
で
あ
る
王
と
の
淸
淨
な
交
わ
り
に

よ
り
不
動
明
王
の
印
が
成
就
さ
れ
る
と
い
う
說
を
擧
げ
る
（
田
中
貴

子
「〈
玉
女
〉
の
生
成
と
限
界
―
『
慈
鎭
和
尙
夢
想
記
』
か
ら
『

鸞

夢
記
』
ま
で
―
」、『
巫
と
女
神
』（
シ
リ
ー
ズ
女
性
と
佛
敎
四
）
→
田

中
貴
子
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』、
砂
子
屋
書
房
、
一
九
九
三
・
六
）。

山
田
雅
敎
は
、

鸞
が
「
行
者
宿
報
偈
」
か
ら
『
徃
生
要
集
』
を
連
想

し
、
そ
の
第
一
人
者
で
あ
る
法
然
の
も
と
に
赴
い
た
可
能
性
を
示
す

（
山
田
雅
敎
「
六
角
堂
夢
吿　

私
考
」（『
眞
宗
硏
究
』
第
四
九
號
、
二

〇
〇
五
・
一
））。

（
17
）　

空
海
が
請
來
し
た
不
空
譯
『
十
一
面
觀
自
在
菩
薩
心
密
言
念
誦
儀
軌

經
』
卷
上
（
大
正
二
〇
︱
一
四
二
上
）
で
は
、
十
一
面
觀
音
と
毘
那
夜

迦
の
像
を
香
水
で
洗
浴
す
る
こ
と
で
、
一
切
の
障
難
を
除
き
、
所
願



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　
第
三
十
八
號

（ 102 ）

地
の
姿
を
示
す
よ
う
求
め
る
と
、
金
色
の
千
手
觀
音

0

0

0

0

が
顯
現
す
る
。
吉

原
澔
人
「
神
仙
習
合
思
想
史
上
の
大
江
匡
房
―
『
江
都
督
納
言
願
文

集
』『
本
朝
神
仙
傳
』
な
ど
に
み
る
本
地
の
探
求
と
顯
彰
―
」（
和
漢
比

較
文
學
會
編
『
說
話
文
學
と
漢
文
學
』（
和
漢
比
較
文
學
叢
書
一
四
）、

汲
古
書
院
、
一
九
九
六
・
二
）
參
照
。

（
23
）　
『
鎌
倉
市
史
』
に
は
、
寶
善
院
が
『
龍
口
明
神
緣
起
』
一
卷
を
所
藏

す
る
と
あ
る
が
、
未
見
。 

【
附
記
】
小
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
九
月
一
五
日
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
第

三
十
七
囘
大
會
に
お
い
て
發
表
し
た
「
辯
才
天
の
惡
龍
敎
化
と
龍
口
明
神
―
江

島
緣
起
說
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」
を
基
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
江
島
緣
起
、
辯
才
天
、
龍
口
明
神
、
龍
、
圣
天

を
成
就
す
る
と
い
う
。
十
一
面
觀
音
に
よ
る
毘
那
夜
迦
王
敎
化
譚
は
鎌

倉
時
代
以
降
の
佛
敎
書
に
確
認
で
き
る
が
、
十
一
面
觀
音
が
毘
那
夜
迦

の
難
を
除
く
と
い
う
信
仰
が
早
く
か
ら
傳
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
敎
化
譚
の
觀
音
が
十
一
面
觀
音
と
さ
れ
た
の
も
鎌
倉
期
よ
り
早
か

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。『
十
一
面
觀
自
在
菩
薩
心
密
言
念
誦
儀
軌
經
』

に
つ
い
て
は
壁
瀨
灌
雄
「
毘
那
夜
迦
伽
那
鉢
底
考
」（『
龍
谷
大
學
論

集
』
第
三
百
六
十
四
號
、
一
九
五
三
・
九
）
參
照
。

（
18
）　
『
摩
訶
止
觀
』
の
六
觀
音
と
、
圣
觀
音
・
千
手
觀
音
等
の
「
眞
言
六

觀
音
」
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
、
速
水
侑
「
平
安
時
代
に
お
け
る
觀
音

信
仰
の
變
質
―
六
觀
音
信
仰
の
成
立
と
展
開
―
」（『
史
學
雜
誌
』
第
七

十
五
卷
七
號
、
一
九
六
六
・
七
→
速
水
侑
編
『
觀
音
信
仰
』（
民
衆
宗

敎
史
叢
書
七
）、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
二
・
一
二
）
參
照
。

（
19
）　

こ
の
註
進
文
は
賴
瑜
『
祕
鈔
問
答
』
卷
八
（
大
正
藏
七
九
︱
四
二
四

中
）
に
も
引
か
れ
る
。

（
20
）　

寬
信
『
傳
受
集
』
卷
二
（
大
正
藏
七
八
︱
二
三
五
下
）
に
は
、
大
光

普
照
觀
音
を
馬
頭
觀
音
の
變
化
と
す
る
說
も
見
え
る
。

（
21
）　
『
阿
娑
縛
抄
』
卷
九
十
六
（
大
正
藏
圖
像
九
︱
二
二
三
下
）
に
も
「
司

命
五
衟
記
云
」
と
し
て
同
樣
の
文
が
見
え
る
。
先
揭
註（
17
）參
照
。

（
22
）　
『
泰
澄
和
尙
傳
記
』
に
お
け
る
白
山
權
現
の
姿
に
つ
い
て
は
下
出
積

與
「
龍
形
神
の
意
味
」（『
日
本
歷
史
』
第
百
八
十
九
號
、
一
九
六
四
・

二
→
下
出
積
與
編
『
白
山
信
仰
』（
民
衆
宗
敎
史
叢
書
一
八
）、
雄
山
閣

出
版
、
一
九
八
六
・
五
）
參
照
。
な
お
、
大
江
匡
房
『
本
朝
神
仙
傳
』

泰
澄
の
條
で
は
、
阿
蘇
社
に
詣
で
た
泰
澄
が
池
に
現
れ
た
九
頭
龍
に
本
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